
情報セキュリティー特論　・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 ヒューマン・インターフェース特論　・・・・・・・・・ 41

知識情報特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 知覚心理学特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 72

知識情報特別演習　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 イメージ創造特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42

東洋思想研究　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 ディジタル音響表現特論　・・・・・・・・・・・・・・・・ 43

教育文化研究特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 マルチ・メディア情報処理特論　・・・・・・・・・・・ 44

英文構造分析I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 メディア作曲法特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45

英文構造分析II　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 映像情報特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46

システム開発方法特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 情報表現特別演習Ⅰ　・・・・・・・・ 【01クラス】・ 47

社会シミュレーション特論　・・・・・・・・・・・・・・・ 9 情報表現特別演習Ⅰ　・・・・・・・・ 【02クラス】・ 48

ネットワーク・システム特論　・・・・・・・・・・・・・・ 10 情報表現特別演習Ⅰ　・・・・・・・・ 【03クラス】・ 49

意思決定支援システム特論　・・・・・・・・・・・・・ 11 情報表現特別演習Ⅱ　・・・・・・・・ 【01クラス】・ 50

地域情報化特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 情報表現特別演習Ⅱ　・・・・・・・・ 【02クラス】・ 51

企業戦略特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 情報表現特別演習Ⅱ　・・・・・・・・ 【03クラス】・ 52

経営情報システム特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 情報表現特別演習Ⅲ　・・・・・・・・ 【01クラス】・ 53

情報社会特別演習I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 情報表現特別演習Ⅲ　・・・・・・・・ 【02クラス】・ 54

情報社会特別演習II　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 情報表現特別演習Ⅲ　・・・・・・・・ 【03クラス】・ 55
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅰ　・・・・・・【01クラス】・ 17 情報表現特別演習Ⅳ　・・・・・・・・ 【01クラス】・ 56
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅰ　・・・・・・【02クラス】・ 18 情報表現特別演習Ⅳ　・・・・・・・・ 【02クラス】・ 57
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅰ　・・・・・・【03クラス】・ 19 情報表現特別演習Ⅳ　・・・・・・・・ 【03クラス】・ 58
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅰ　・・・・・・【04クラス】・ 20
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅰ　・・・・・・【05クラス】・ 21
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅰ　・・・・・・【06クラス】・ 22
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅱ　・・・・・・【01クラス】・ 23
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅱ　・・・・・・【02クラス】・ 24
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅱ　・・・・・・【03クラス】・ 25
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅱ　・・・・・・【04クラス】・ 26
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅱ　・・・・・・【05クラス】・ 27
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅱ　・・・・・・【06クラス】・ 28
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅲ　・・・・・・【01クラス】・ 29
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅲ　・・・・・・【02クラス】・ 30
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅲ　・・・・・・【03クラス】・ 31
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅲ　・・・・・・【04クラス】・ 32
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅲ　・・・・・・【05クラス】・ 33
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅲ　・・・・・・【06クラス】・ 34
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅳ　・・・・・・【01クラス】・ 35
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅳ　・・・・・・【02クラス】・ 36
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅳ　・・・・・・【03クラス】・ 37
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅳ　・・・・・・【04クラス】・ 38
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅳ　・・・・・・【05クラス】・ 39
情報社会システム創造プロジェクト特別演習Ⅳ　・・・・・・【06クラス】・ 40

情報社会専攻

－P1－



家族関係・集団・地域社会における心理支援　 59 臨床心理学研究法特別輪講　・・・・・・・・・・・・ 79

学習心理学特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 60 老年心理学特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80

教育分野に関する理論と支援の展開　・・・・・ 61 実験心理学特別輪講I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 81

産業・労働分野に関する理論と支援の展開　 62 実験心理学特別輪講II　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 82

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開　 63 実験心理学特別実験I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 83

思春期・青年期カウンセリング特論　・・・・・・・ 64 実験心理学特別実験II　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 84

視覚情報処理心理学特別演習　・・・・・・・・・・ 65 臨床心理学特論I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 85

視覚情報処理心理学特論　・・・・・・・・・・・・・・ 66 臨床心理学特論II　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 86

社会心理学特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 67 臨床心理面接特論I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 87

心の健康教育に関する理論と実践　・・・・・・・ 68 臨床心理面接特論II　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 88

心理学研究法特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 69 臨床心理査定演習I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 89

心理療法特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 70 臨床心理査定演習II　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 90

知覚心理学特別演習　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 71 臨床心理基礎実習I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 91

知覚心理学特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 72 臨床心理基礎実習Ⅱ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 92

乳幼児心理学特論I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 73 臨床心理実習I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 93

乳幼児心理学特論II　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 74 臨床心理実習II　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 94

認知心理学特別演習　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 75 心理実践実習I　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 95

認知心理学特論　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 76 心理実践実習II　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 96

福祉分野に関する理論と支援の展開　・・・・・ 77 心理実践実習III　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 97

保健医療分野に関する理論と支援の展開　・ 78 心理実践実習IV　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 98

心理学専攻

－P2－



科目ID: 078700008991 科目コード: D6011011

科目名

情報セキュリティー特論

担当教員 田中　克明

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 木２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

セキュアにネットワークシステムを構築するためにも、また、構築したシステムをセキュアに保つためにも、運用されているシステムの状態を把握する
ことが必須である。
本講義では、情報システムの構築と一般的な運用を行えることを前提とし、システムの動作状態やログの取得・蓄積を行う仕組み、および得られた状
態・ログから異常な状態を発見するための手法を取り扱う。

授業方針 ネットワークシステムの監視に用いられる各技術についての講義と、実際にそれらを動作させる演習を交えて行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　システムの状態の把握ためのセンサー
第　２回　ネットワーク型センサー
第　３回　ホスト型センサーとサービス型センサー
第　４回　分析のためのデータ記録
第　５回　データ収集・抽出ツール
第　６回　データ分析環境
第　７回　異常検出システム
第　８回　アドレスと実体
第　９回　データの可視化ツール
第１０回　探索的データ分析
第１１回　ファンブルの処理
第１２回　時系列による分析
第１３回　グラフ構造による分析
第１４回　アプリケーションの識別
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 参考図書を通読しておくこと。また、自身でIPネットワークの構築が行えること、各自のノートPCに仮想環境を構築しLinux(Ubuntu16.04以
降がのぞましい）をインストールしておくこと。   

学習到達目標 ネットワークシステムを監視し状態を記録する手法と意義を学ぶ。

達成度
評価基準

ネットワークシステムを監視し、データを蓄積することができるか。蓄積されたデータから特徴的な状態を発見することができるか。

成績評価
方法

おおよそ授業中課題70%、期末課題30%の割合で総合評価。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 参考図書：Michael Collins著、中田秀基監、木下哲也訳、「データ分析によるネットワークセキュリティ」、オライリー・ジャパン、2016
その他、必要に応じて紹介する。

備考 各自のPCを用いる。   

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001342 科目コード: D6001013

科目名

知識情報特論

担当教員 高橋　広治

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 火２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

知識情報処理システムを実現し活用するために必要な知識、概念、手法について教育研究を行う。特に，蓄積された情報から新たな知識を発見する
ための手法である古典的な統計解析手法や最新のデータ・マイニング手法の教育研究を行う。

授業方針 授業は議論を重視して対話的に行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

知識情報を活用するためには，問題に応じた様々な分析手法を駆使して，元の生情報から人間が理解することが可能な形をした有用な
情報を引き出す必要がある。本授業では，データの数量化，データの可視化，時系列解析，推定と検定，相関と回帰，分散分析，非線形
回帰，クラスター分析，シミュレーションなどの各種データ解析手法の高度な活用法について関連文献を輪講して学習する。

第1回　知識情報とは
第2回　第1文献の輪講（1）
第3回　第1文献の輪講（2）
第4回　第1文献の輪講（3）
第5回　第1文献の輪講（4）
第6回　第1文献の輪講（5）
第7回　第1文献の輪講（6）
第8回　第1文献の輪講（7）
第9回　第2文献の輪講（1）
第10回　第2文献の輪講（2）
第11回　第2文献の輪講（3）
第12回　第2文献の輪講（4）
第13回　第2文献の輪講（5）
第14回　第2文献の輪講（6）
第15回　レポート作成

準備学習 （１）授業内容の復習をする。（30時間）
（２）教員の指示に従って，次回の授業の準備をする。（30時間）

学習到達目標 （１）知識情報処理の基礎を学ぶ。
（２）学んだことを実際の問題に応用する。

達成度
評価基準

（１）知識情報処理の基礎を学ぶことができたか。
（２）学んだことを実際の問題に応用することができたか。

成績評価
方法

授業参加50%＋課題50%

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜紹介する。

備考

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700008992 科目コード: D6012014

科目名

知識情報特別演習

担当教員 田中　克明

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 水２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

知識処理の枠組みは、記号処理と非記号処理に大きく別れる。近年非記号処理の主流であるディープラーニングを取り上げ、その仕組みについて学
ぶとともに、実際の挙動を演習を通して学習する。

授業方針 ニューラルネットワークについて、講義と実際にコンピュータ上で動作させる演習を交えて行う。   

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　機械学習とディープラーニング
第　２回　環境構築
第　３回　簡単な例の動作確認
第　４回　畳み込みニューラルネットワーク（CNN）の概要
第　５回　CNNの例
第　６回　リカレントニューラルネットワーク（RNN）の概要
第　７回　RNNの例
第　８回　ニューラルネットワーク・CNNの詳細
第　９回　CNNにおける学習の効率化
第１０回　RNNの詳細
第１１回　Sequence-to-Sequence モデル
第１２回　Sequence-to-Sequence モデルの利用
第１３回　実験の計画と実施 (1)
第１４回　実験の計画と実施 (2)
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 1. 参考図書を通読しておくこと。
2. Pythonによりfizzbuzz程度のプログラムを作成できること。

学習到達目標 データを用意し、機械学習によるデータの分類を行えるようになる。

達成度
評価基準

データを用意し、機械学習によるデータの分類を行えるか。

成績評価
方法

おおよそ授業中課題70%、期末課題30%の割合で総合評価。   

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 参考図書：
金丸隆志、「Raspberry Piではじめる機械学習 基礎からディープラーニングまで」、講談社、2018年
巣籠悠輔、「詳解ディープラーニング〜TensorFlow・Kerasによる時系列データ処理〜」、マイナビ出版、2017
その他、適宜紹介する。 

備考 各自のPCを用いるので各回持参のこと。

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001440 科目コード: D6011120

科目名

東洋思想研究

担当教員 宮井　里佳

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 月５
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

科学技術が進展した現在，新しい社会のパラダイム，個々人の生き方が求められている。これに対して東洋思想は一つの視座を提供し得る。中国を
中心とする東洋思想は，日本を含む東アジア人の思考や感覚を形成してきたものであり，また科学技術の発展を促した思想とは異質のものだからで
ある。この演習では，中国古典の思想，仏教思想などの文献を読み，自ら分析し解釈した結果について発表と討論を行う。

授業方針 院生の関心・研究テーマおよび研究の進捗状況に合わせ、課題文献を講読し、演習を行う。課題文献は中国語または日本語のものを用いる。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　文献の選定
第２回　課題文献の講読
第３回　課題文献の講読-第２回の続き
第４回　課題文献の講読-第３回の続き
第５回　課題文献の講読-第４回の続き
第６回　課題文献の講読-第５回の続き
第７回　中間発表
第８回　課題文献の講読-第６回の続き
第９回　課題文献の講読-第７回の続き
第１０回　課題文献の講読-第８回の続き
第１１回　課題文献の講読-第９回の続き
第１２回　課題文献の講読-第10回の続き
第１３回　課題文献の講読-第11回の続き
第１４回　課題文献の講読-第12回の続き
第１５回　まとめおよび試験

準備学習 ①毎回指定の分量の課題文献を予め読み、日本語訳や要約などを作成しておくこと。（20時間）
②さらに、課題文献の内容に関し、必要に応じて調べながら、コメントを考えておくこと。（20時間）
②毎回の演習後、必要に応じて、自ら作成した日本語訳や要約に訂正を加え、提出すること。（20時間）

学習到達目標 ①課題文献を正確に読解し、　②さらに調査研究、分析を加え、　③課題文献に対する自らの研究をまとめることを目標とする。

達成度
評価基準

①課題文献を正確に読解できたか。　②適切な調査研究、分析を加えることができたか。　③新たな知見、自らの解釈をまとめることが
できたか。

成績評価
方法

毎回の課題50％
期末レポート50％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書:開講時に指定する。
参 考 書:随時指導する。

備考

クラス 　

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準

999

4



科目ID: 078700009686 科目コード: D6011126

科目名

教育文化研究特論

担当教員 平田　文子

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 水４
単位区分

単位数

概要
（目的・内容）

国境なきグローバル社会の到来から、トランプ大統領の「アメリカ・ファースト」「トランプの壁」といったナショナリズム的政策と、世界は短期間でその様
相を一転させる。本演習では、欧米思想を通して個の確立と国家との関係を教育思想等を通して検討する。また、院生の関心に合わせて文献（テー
マ）を選択し、近世以降、世界が抱えている諸課題について検討する。

授業方針 前半は、個の確立と国家との関係を19世紀以降の欧米思想を通して学んでもらう。後半は、世界が抱えている諸課題の中から院生の関心のある
テーマを選んでもらい、文献購読及び意見交換をする。

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回　ガイダンス、世界の動向
第2回　欧米思想、ナショナリズムの思想
第3回　欧米思想と日本のナショナリズム
第4回　欧米に見る「個の確立」（アイデンティティーの確立）の思想
第5回　国家と教育
第6回　グローバル時代の教育思想
第7回　現代の世界動向・各国が抱える諸課題
第8回　文献（テーマ）の選定
第9回　文献購読と意見交換①
第10回　文献購読と意見交換②
第11回　文献購読と意見交換③
第12回　文献購読と意見交換④
第13回　文献購読と意見交換⑤
第14回　小括（第9回～第13回）
第15回　レポート作成

準備学習 配布資料について専門用語の読みや意味を調べておくこと。文献を事前に読み込み、自分なりの意見をもって授業に臨むこと。

学習到達目標 ①欧米思想を通して個の確立と国家との関係について理解し、現代世界の諸課題について理解できたか。②文献を正確に読み取り、自
分なりの考えを持つことができたか。③意見交換を通して自分の考えを省察して深めることができたか。

達成度
評価基準

①現代世界の諸課題についての正確な理解。②文献の正確な理解。③自分なりの考えの正確な論述。

成績評価
方法

演習への取り組み40%
期末レポート60%

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規定第15条に定める。

教材 教科書は特に指定しない。資料を配布する。参考文献については授業時に紹介する。

備考

クラス 　

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準

999
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科目ID: 078700009684 科目コード: D6011124

科目名

英文構造分析I

担当教員 永本　義弘

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 水３
単位区分

単位数

概要
（目的・内容）

英文による専門書、論文等を理解するための英語構文把握力を身に付けることを目的とする。その手段としては、人文・社会・自然科学分野の諸テー
マについて論じた題材を読み進めながら、同時に英語構文に分析を加えていく。

授業方針 以下の方針で授業を進める。
① 次回の授業で発表を求められる課題を提示する。
② 学生が課題の解答・解説を行い、それに対して教員がコメントを加える。
③ 正確に理解できていなかった英文の構造を分析する。
④ 文章内容に込められたメッセージを考察する。

学習内容

（授業
スケジュール）

以下を学習内容とする。
第１回　PSYCHOLOGY (1)　　英文構造とテーマの分析・考察
第２回　PSYCHOLOGY (2)　　英文構造とテーマの分析・考察
第３回　WOMEN (1)　　　　　　 英文構造とテーマの分析・考察
第４回　WOMEN (2)　　　　　　 英文構造とテーマの分析・考察
第５回　YOUNG PEOPLE (1)　英文構造とテーマの分析・考察
第６回　YOUNG PEOPLE (2)　英文構造とテーマの分析・考察
第７回　THE ENVIRONMENT (1)　英文構造とテーマの分析・考察
第８回　THE ENVIRONMENT (2)  英文構造とテーマの分析・考察
第９回　POLITICS (1)　　　　　英文構造とテーマの分析・考察
第10回　POLITICS (2)　　　　 英文構造とテーマの分析・考察
第11回　HISTORY (1)　　　　 英文構造とテーマの分析・考察
第12回　HISTORY (2)　　　　 英文構造とテーマの分析・考察
第13回　SPORTS (1)　　　　　英文構造とテーマの分析・考察
第14回　SPORTS (2)　　　　　英文構造とテーマの分析・考察
第15回　まとめ及び試験

準備学習 以下の準備が求められる。
① 次回の授業で発表すべき部分を予習する。
② 語、句、節レベルで英文の構造を分析する。
③ 文章内容に込められたメッセージを考察する。

学習到達目標 以下の点を到達目標とする。
① 語、句、節レベルで英文構造を把握できる。
② 文章の論理構成を理解するためのdiscourse marker（談話標識）を捉えることができる。
③ 諸テーマに込められたメッセージを理解できる。

達成度
評価基準

以下の点を評価基準とする。
① 毎回の課題に対して、準備（予習）ができているか。
② 文章を構成する各英文の構造を正しく把握できているか。
③ 文章内容に込められたメッセージを考察できているか。

成績評価
方法

定期試験　60％
平常点（課題提出、発表等）40％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 著書名　A World of Ideas（世界の視点を読む）
著者名　Jim Knudsen
出版社　南雲堂

備考 以下の点を銘記してもらいたい。
① 準備学習（予習）と発表を必須とする。
② 語、句、節レベルで英文構造を考える。
③ 文章の背景的知識を充実させる。
④ 必ずテキストを入手する。

クラス

成

績

評

価

基

準

999
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科目ID: 078700009685 科目コード: D6011125

科目名

英文構造分析II

担当教員 永本　義弘

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 月２
単位区分

単位数

概要
（目的・内容）

前期の『英文構造分析Ⅰ』の概要（目的・内容）を踏襲する。

授業方針 前期の『英文構造分析Ⅰ』の授業方針を踏襲する。

学習内容

（授業
スケジュール）

以下を学習内容とする。
第１回　A WORLD OF IDEAS (1)　英文構造とテーマの分析・考察
第２回　A WORLD OF IDEAS (2)　英文構造とテーマの分析・考察
第３回　FOOD (1)　　　　英文構造とテーマの分析・考察
第４回　FOOD (2)　　　　英文構造とテーマの分析・考察
第５回　SPACE (1)　　　　英文構造とテーマの分析・考察
第６回　SPACE (2)　　　　英文構造とテーマの分析・考察
第７回　LANGUAGE (1)　英文構造とテーマの分析・考察
第８回　LANGUAGE (2)　英文構造とテーマの分析・考察
第９回　READING (1)　　 英文構造とテーマの分析・考察
第10回　READING (2)　　英文構造とテーマの分析・考察
第11回　FAMILY (1)　　　英文構造とテーマの分析・考察
第12回　FAMILY (2)　　　英文構造とテーマの分析・考察
第13回　WORK (1)　　　　英文構造とテーマの分析・考察
第14回　WORK (2)　　　　英文構造とテーマの分析・考察
第15回　まとめ及び試験

準備学習 前期の『英文構造分析Ⅰ』の準備学習を踏襲する。

学習到達目標 前期の『英文構造分析Ⅰ』の学習到達目標を踏襲する。

達成度
評価基準

前期の『英文構造分析Ⅰ』の達成度評価基準を踏襲する。

成績評価
方法

定期試験　60％
平常点（課題提出、発表等）40％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 前期の『英文構造分析Ⅰ』で使用したテキスト（A World of Ideas）を継続使用する。

備考 前期の『英文構造分析Ⅰ』の備考を踏襲する。

クラス

成

績

評

価

基

準

999
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科目ID: 078700009732 科目コード: D6011111

科目名

システム開発方法特論

担当教員 村山　要司

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 水２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

高品質な情報システムを効率的に開発するめに、分析・設計・構築・運用といった各工程の作業内容や成果物、受発注関係を明確にしながら、ソフト
ウェアエンジニアリングの基本的な知識や作法を習得することを目指す。また、システム開発におけるプロジェクトマネジメントについて学び、リーダー
としての素養を身に付ける。【実務経験】本科目は、IT企業で、技術者、経営者としての実務経験を持つ教員による実務科目である。

授業方針 情報システムの開発に用いられる技術、およびシステム開発プロジェクトの管理に適用される考え方や手法を取り上げ、解説を行う。
毎回、各自が主体的に調査、評価、まとめ等を行う演習の時間を設ける。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回 ソフトウェア開発とは？ ソフトウェアエンジニアリング、ライフサイクルと開発プロセス
第 2回 作業の標準化：作成文書、用字・用語、UML、DFD
第 3回 開発プロセスと要求定義・要件定義：業務のモデル化、機能要求、非機能要求
第 4回 外部設計・基本設計：画面・帳票設計、ユーザインタフェース
第 5回 内部設計・詳細設計：構造化設計、ロジック、メッセージ、物理データ設計
第 6回 製造と単体テスト：プログラミング、コーディング規約、単体テスト
第 7回 テスト工程：結合テスト、システムテスト、品質保証、受入テスト
第 8回 保守、運用：ITILの基本
第 9回 アジャイル型開発モデル：ウォータフォール型との違い、アジャイル型の概要
第10回 AIシステムのプロジェクト：通常システムとの開発プロセスの違い、特徴
第11回 プロジェクトマネジメント①：PMBOKの構成
第12回 プロジェクトマネジメント②：WBS、開発コストの見積り、進捗管理、システム監査
第13回 システム構成と故障対策：代表的なシステム構成、システムの性能指標
第14回 システム開発におけるセキュリティ：プロダクト・プロセスのセキュリティ
第15回 まとめ及び試験

準備学習 ① 次回の講義内容について、キーワードの意味などを調べておく。(30時間)
② 講義、演習で得た気づき、知見について振り返り、復習すること。(30時間)

学習到達目標 ソフトウェアエンジニアリングの考え方、基礎的な技術を理解し説明できる。
開発課題に適した開発手法の提言や改善提案を行うことができる。

達成度
評価基準

ソフトウェアエンジニアリングの考え方、基礎的な技術について説明できるか。
開発課題に応じた開発手法の提言や改善提案を行うことができるか。

成績評価
方法

授業中課題60%、期末課題40%の割合で総合評価。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

999
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科目ID: 078700009726 科目コード: D6011112

科目名

社会シミュレーション特論

担当教員 高橋　広治

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 火２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

シミュレーションは将来の予測や計画の最適化など，様々な分野における意思決定の手段として重要な役割を果たしている。社会システムや社会プ
ロセスのような複雑な系では，そのシステムの状態や挙動を支配している要因が何であるかを見抜き，モデル化する必要がある。この授業では，
様々な社会的諸事象をシミュレートするための技法や考え方に関する教育研究を行う。

授業方針 授業は議論を重視して対話的に行う。コンピュータを使った実習も行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　モデル化とシミュレーション
第 2回　グラフの基礎
第 3回　線形計画法の基礎
第 4回　数値計算の基礎
第 5回　確率・統計の基礎(1)
第 6回　確率・統計の基礎(2)
第 7回　待ち行列の基礎(1)
第 8回　待ち行列の基礎(2)
第 9回　モデルの種類
第10回　モデル化の方法(1)
第11回　モデル化の方法(2)
第12回　シミュレーションの基礎
第13回　社会現象のシミュレーション
第14回　色々な現象のシミュレーション
第15回　レポート作成

準備学習 （１）授業内容の復習をする。（30時間）
（２）教員の指示に従って，次回の授業の準備をする。（30時間）

学習到達目標 （１）社会シミュレーションの基礎を学ぶ。
（２）学んだことを実際の問題に応用する。

達成度
評価基準

（１）社会シミュレーションの基礎を学ぶことができたか。
（２）学んだことを実際の問題に応用することができたか。

成績評価
方法

授業参加50%＋課題50%

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜紹介する。 

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

999
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科目ID: 078700009731 科目コード: D6011114

科目名

ネットワーク・システム特論

担当教員 村山　要司

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 水２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

ネットワーク・システム構築及び運用・保守の際に必要となる基礎技術、各フェーズの概要、設計のポイントについて学習する。【実務経験】本科目
は、IT企業で、技術者、経営者としての実務経験を持つ教員による実務科目である。

授業方針 ネットワーク・システム構築及び運用管理の基礎知識についてテーマ毎に解説を行う。
毎回、各自が主体的に調査、評価、まとめ等を行う演習の時間を設ける。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回 ネットワークの全体像と種類
第 2回 ネットワークを実現する技術
第 3回 Webとネットワーク
第 4回 ネットワークとアプリケーション
第 5回 クラウド・コンピューティング
第 6回 ネットワークの設計・構築
第 7回 自宅、企業のネットワークパターン
第 8回 クラウドでのネットワーク構築
第 9回 セキュリティ設計
第10回 負荷分散
第11回 高可用性設計
第12回 ネットワーク運用管理
第13回 ネットワーク監視
第14回 障害対応
第15回 まとめ及び試験

準備学習 ① 次回の講義内容について、キーワードの意味などを調べておく。(30時間)
② 講義、演習で得た気づき、知見について振り返り、復習すること。(30時間)

学習到達目標 ネットワーク・システム構築、運用管理における基礎的な技術を理解し説明できる。
目的に応じたネットワーク・システムについて、提言や改善提案を行うことができる。

達成度
評価基準

ネットワーク・システム構築、運用管理における基礎的な技術について説明できるか。
目的に応じたネットワーク・システムについて、設計の提言や改善提案を行うことができるか。

成績評価
方法

授業中課題60%、期末課題40%の割合で総合的に評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 必要に応じてプリントを配布する。

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

999
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科目ID: 078700001349 科目コード: D6011115

科目名

意思決定支援システム特論

担当教員 本吉　裕之

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 金２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

本講義は，主として企業組織を対象に，組織が激変する環境の中で，直面する経営の諸問題をいかに解決をしていくか？という課題を，経営組織論
などの社会科学の立場から探求していく。
【実務経験】日本交通公社(現・JTB) 東京銀座支店、ドコモAOLビジネス開発部を経てプライムリンク（現・株式会社一休（Zホールディングス））。一
休.com宿泊施設等への営業及び新サービスの企画・開発に取り組み、宿泊営業部長、市場開発部長などを経て現職。

授業方針 組織の問題解決・意思決定を支援していく手法や技術に触れながら説明し，意思決定を支援するDSSや，人工知能技術を問題解決過程に利用する
ことなどについて教育研究を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　オリエンテーション
第　２回　意思決定論の基礎①
第　３回　意思決定論の基礎②
第　４回　個人の意思決定とグループ及び組織の意思決定①
第　５回　個人の意思決定とグループ及び組織の意思決定②
第　６回　個人の意思決定とグループ及び組織の意思決定③
第　７回　意思決定論の諸側面
第　８回　意思決定論の諸側面
第　９回　経営科学からの意思決定①
第１０回　経営科学からの意思決定②
第１１回　モデルケースによるプレゼンテーション①
第１２回　モデルケースによるプレゼンテーション②
第１３回　モデルケースによるプレゼンテーション③
第１４回　各ケースにおけるディスカッション①
第１５回　各ケースにおけるディスカッション ②

準備学習 意思決定論の土台になっている科学的手法について学ぶ。

学習到達目標 意思決定論の土台になる統計学に対する基礎的知見・技術の獲得を目指す。
意思決定と心理学との関わりを学ぶ中で、人間への理解を深める事を目指す。

達成度
評価基準

意思決定の社会科学的な側面を理解したか。

成績評価
方法

授業参加度50％、レポート50％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 随時配布する。

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

6

11



科目ID: 078700001350 科目コード: D6011116

科目名

地域情報化特論

担当教員 本吉　裕之

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 金２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

人口減少、過疎化などにより、地域経済の先行きについては課題が多い。「地域創成」の旗印による政府の施策、自治体の施策及び地域における産
業、企業の状況を調査・研究し、課題解決のためのITの活用について考える  【実務経験】日本交通公社(現・JTB) 東京銀座支店、ドコモAOLビジネ
ス開発部を経てプライムリンク（現・株式会社一休）。宿泊施設等への営業及び新サービスの企画・開発に取り組み、宿泊営業部長、市場開発部長な
どを経て現職。

授業方針 各自が調査、思考し、自律的に本質に切り込んでいけるような運営を心がける。

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回　　地域経営とは？
第2回　　福島県只見町をモデルケースとした調査①
第3回　　福島県只見町をモデルケースとした調査②
第4回　　福島県只見町をモデルケースとした調査③
第5回　　只見町役場とのZoom会議による情報収集
第6回　　成功モデルケースの調査①
第7回　　成功モデルケースの調査②
第8回　　成功モデルケースの調査③
第9回　　プレゼンテーション
第10回　　課題の抽出①
第11回　　課題の抽出②
第12回　　課題解決方法①
第13回　　課題解決方法②
第14回　　只見町へのプレゼンテーション 
第15回　　まとめ

準備学習 地域経済、地域経営に関するニュースなどに注意を払い、まとめておく。

学習到達目標 地域一般、地方の経済・企業経営に関しての課題発見、解決方法の提案が出来るようにする。

達成度
評価基準

地元の経済、企業経営上の課題、及び解決策について自分の考えを持つ。

成績評価
方法

出席及び授業への積極参加、貢献50％、レポート、プレゼンテーション試験50％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜配布、紹介する。

備考 毎回ＰＣを持参すること

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

7

12



科目ID: 078700001352 科目コード: D6011118

科目名

企業戦略特論

担当教員 林　信義

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 月２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

企業戦略の基本について、輪講を中心に学習する。主なテーマは、戦略とは何か、パフォーマンスとは何か、脅威の分析、機会の分析、企業の強み
と弱み、などである。

授業方針 教材を使った輪講とケーススタディ、個人ワークを組み合わせる。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　業界の構造分析法
第　２回　競争の基本戦略
第　３回　競争業者分析のフレームワーク
第　４回　マーケット・シグナル
第　５回　競争行動
第　６回　買い手と供給業者に対する戦略
第　７回　業界内部の構造分析
第　８回　業界の進展・変化
第　９回　多数乱戦業界の競争戦略
第１０回　先端業界の競争戦略
第１１回　成熟期に移行する業界の競争戦略
第１２回　衰退業界の競争戦略
第１３回　グローバル業界の競争戦略
第１４回　戦略デシジョンのタイプ
第１５回　とりまとめとテスト

準備学習 資料の通読。

学習到達目標 企業経営における戦略を理解し，実践に結び付けるための基礎を養う。

達成度
評価基準

競争戦略の基本的考えについて理解しているか。
自ら考察し、考察結果を的確に表現、レポーティングできるか。

成績評価
方法

授業参加度、講義への積極的参画50%、レポート50％。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 参考図書：期初に決定する。
その他の資料については適宜紹介する

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

8

13



科目ID: 078700001351 科目コード: D6011117

科目名

経営情報システム特論

担当教員 林　信義

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 月５
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

企業の活動を整理、計算、集計、記録するためには、会計処理を行うシステムの使用が必要不可欠となっている。本講義では経営情報の中でも会計
情報に焦点を当て、会計のコンピューター処理の仕組みや役割、機能などを学習する。
この講義を通じて、会計に関する知識の修得とともに、コンピューターを使った会計処理の実践に取り組んでいく。

授業方針 会計と会計処理について効率的に学習していくために、表計算ソフトのExcelを使用し、演習を中心に進める。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　会計の基礎
第　２回　会計とコンピューター処理
第　３回　現金管理（１）－現金出納帳
第　４回　現金管理（２）－現金収支計算書の作成
第　５回　現金管理（３）－現在価値計算
第　６回　仕入管理と売上管理（１）－仕入と売上
第　７回　仕入管理と売上管理（２）－仕入取引と仕入管理
第　８回　仕入管理と売上管理（３）－売上取引と売上管理
第　９回　在庫管理（１）－商品有高帳の記入
第１０回　在庫管理（２）－商品有高帳の作成
第１１回　在庫管理（３）－売上総利益の計算
第１２回　会計の役割とワークフロー（１）－会計の役割
第１３回　会計の役割とワークフロー（２）－実習
第１４回　会計の役割とワークフロー（３）－実習
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 講義開始時に前回の内容について確認を行う。復習により理解度を高めておくこと。

学習到達目標 社会人となり会計業務、経理業務を行う際の基本的な力が身につく。
企業経営におけるExcelの活用方法が身につく。

達成度
評価基準

会計処理の一連の流れを理解できたか。
Excelを活用し、帳票類を作成できるか。

成績評価
方法

出席状況及び参加意欲（問題演習）５０％、課題・レポート５０％

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 （１）講義内容に従った資料を配布する。
（２）適宜、参考資料を紹介する。

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

9

14



科目ID: 078700009324 科目コード: D6012105

科目名

情報社会特別演習I

担当教員 李　艶紅

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 金５
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

 目的：会社法の基礎知識を学習した上、具体的な事例演習の中で理解を深めることを目的とします。
内容：受講生の理解力や関心分野などに沿って教材を選定し、精読とディスカッションを繰り返し行います。

授業方針 基礎知識を一通り身につけた上で、受講生によるレポート発表・ディスカッションを中心に進めます。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　オリエンテーション
第２回　教材の輪読・ディスカッション
第３回　教材の輪読・ディスカッション
第４回　テーマ演習①：担当者によるレポート発表

第５回　教材の輪読・ディスカッション
第６回　教材の輪読・ディスカッション
第７回　テーマ演習②：担当者によるレポート発表

第８回　教材の輪読・ディスカッション
第９回　教材の輪読・ディスカッション
第１０回　テーマ演習③：担当者によるレポート発表

第１１回　教材の輪読・ディスカッション
第１２回　教材の輪読・ディスカッション
第１３回　テーマ演習④：担当者によるレポート発表
第１４回　まとめ＆補足

準備学習 指定教材の予習（30時間）
レポートの作成・発表準備（40時間）
期末レポートの作成など（20時間）

学習到達目標 会社法の基礎知識を習得し、実例の中で法律がいかに運用されているのか的確に理解し自分なりに説明できることを目指します。

達成度
評価基準

演習内における質問の受け答え、ディスカッション能力及びレポート提出などを総合的に評価します。

成績評価
方法

演習内における質問の受け答え（30％）
ディスカッション能力（40％）
レポート提出（30％）

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第１５条に基づいて評価します。

教材 演習内において指示します。

備考

クラス [01クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準

14

15



科目ID: 078700004386 科目コード: D6012106

科目名

情報社会特別演習II

担当教員 李　艶紅

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 月４
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

目的：会社法の基礎知識を学習した上、具体的な事例演習の中で理解を深めることを目的とします。
内容：受講生の理解力や関心分野などに沿って教材を選定し、精読とディスカッションを繰り返し行います。

授業方針 基礎知識を一通り身につけた上で、受講生によるレポート発表・ディスカッションを中心に進めます。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　オリエンテーション
第２回　教材の輪読・ディスカッション
第３回　教材の輪読・ディスカッション
第４回　テーマ演習①：担当者によるレポート発表

第５回　教材の輪読・ディスカッション
第６回　教材の輪読・ディスカッション
第７回　テーマ演習②：担当者によるレポート発表

第８回　教材の輪読・ディスカッション
第９回　教材の輪読・ディスカッション
第１０回　テーマ演習③：担当者によるレポート発表

第１１回　教材の輪読・ディスカッション
第１２回　教材の輪読・ディスカッション
第１３回　テーマ演習④：担当者によるレポート発表
第１４回　まとめ＆補足

準備学習 指定教材の予習（30時間）
レポートの作成・発表準備（40時間）
期末レポートの作成など（20時間）

学習到達目標 会社法の基礎知識を習得し、実例の中で法律がいかに運用されているのか的確に理解し自分なりに説明できることを目指します。

達成度
評価基準

演習内における質問の受け答え、ディスカッション能力及びレポート提出などを総合的に評価します。

成績評価
方法

演習内における質問の受け答え（30％）
ディスカッション能力（40％）
レポート提出（30％）

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第１５条に基づいて評価します。

教材 演習内において指示します。

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

15

16



科目ID: 078700009727 科目コード: D6012111

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習I

担当教員 村山　要司

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 火３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

経営における諸問題に対して情報技術を用いて解決を図るため、調査・研究を行い、論文を作成する。【実務経験】本科目は、IT企業で、技術者、経
営者としての実務経験を持つ教員による実務科目である。  

授業方針 研究テーマの設定と研究計画作成のための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回 演習の進め方
第 2回 研究テーマの設定
第 3回 先行研究の調査①
第 4回 先行研究の調査②
第 5回 先行研究の調査③
第 6回 研究テーマの明確化
第 7回 研究報告と議論①
第 8回 研究報告と議論②
第 9回 研究報告と議論③
第10回 研究報告と議論④
第11回 研究報告と議論⑤
第12回 研究報告と議論⑥
第13回 研究報告と議論⑦
第14回 研究発表
第15回 まとめ及び試験

準備学習 自主的に調査・研究を進める。（60時間）

学習到達目標 自主的に調査・研究を進めることができる。
調査・研究した成果をまとめ、発表ができる。

達成度
評価基準

自主的に調査・研究を進め、成果をまとめることができたか。
研究の内容について適切に発表できたか。

成績評価
方法

取り組み方40％、最終成果物50％、成果発表10％の割合で総合的に評価する。

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第15条に定める。

教材

備考

クラス [01クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準

17

17



科目ID: 078700001373 科目コード: D6012111

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習I

担当教員 田中　克明

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 月３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

情報システムに関する研究プロジェクトとして、各自で計算機を利用した情報システムの調査と構築・評価を行い、成果を文章などにまとめ、発表す
る。本演習では、研究に関するディスカッションを中心に行う。

授業方針 研究の進捗状況の報告とディスカッションを中心に行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　演習の進め方
第　２回　文献講読と議論(1)
第　３回　文献講読と議論(2)
第　４回　文献講読と議論(3)
第　５回　研究状況報告と議論(1)
第　６回　研究状況報告と議論(2)
第　７回　研究状況報告と議論(3)
第　８回　研究状況報告と議論(4)
第　９回　研究状況報告と議論(5)
第１０回　研究状況報告と議論(6)
第１１回　研究状況報告と議論(7)
第１２回　研究状況報告と議論(8)
第１３回　研究状況報告と議論(9)
第１４回　研究発表
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 文献調査および情報システムの構築・評価を各自で自主的に進めること。

学習到達目標 自主的に情報システムの構築・評価を行い、成果をまとめることができる。

達成度
評価基準

情報システムの構築に当たり、目的の設定、システムの構築、評価、成果の発表と議論を行うことができたか。

成績評価
方法

おおよそ研究の進め方の評価50%、研究成果50%で総合的に評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材

備考

クラス [02クラス]

成

績

評

価

基

準

18

18



科目ID: 078700001372 科目コード: D6012111

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習I

担当教員 高橋　広治

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 金２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

情報社会システムの構築についての実習は，具体的なプロジェクトを通して体験的に学習することが重要である。このため，プロジェクトとして実施す
るテーマを設定するために，現存する情報社会システムを調査・研究し，社会あるいは会社の要求と必要な技術の関係および開発プロセスを明らか
にして，学生がテーマ設定を行い，テーマに沿った研究計画について発表と討議を行う。

授業方針 本演習では，研究プロジェクトのテーマ設定と研究計画作成のための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

高度情報社会である現代においては，膨大な量のデータが時々刻々と生み出されている。そのようなデータを，人間にとって有用な真に
生きた情報として活用するためには，各々の問題に合った適切なデータ処理を高速に行うことができる情報システムが必要不可欠であ
る。そのようなシステムの構築を目指して，コンピュータを使った検索，分類，統計解析，データマイニングなどの様々なデータ処理の手
法の開発や，それらの手法を応用した社会現象の分析などをテーマとした研究指導を行う。

第 1回　演習の進め方
第 2回　研究テーマ策定
第 3回　予備調査
第 4回　研究計画の決定
第 5回　研究報告と議論（１）
第 6回　研究報告と議論（２）
第 7回　研究報告と議論（３）
第 8回　研究報告と議論（４）
第 9回　研究報告と議論（５）
第10回　研究報告と議論（６）
第11回　研究報告と議論（７）
第12回　研究報告と議論（７）
第13回　研究発表準備
第14回　研究発表
第15回　レポート作成

準備学習 自主的に研究を進める。（60時間）

学習到達目標 （1）自主的に研究を進めることができるようになる。
（2）自分の研究を深める。

達成度
評価基準

（1）自主的に研究を進めることができるようになったか。
（2）自分の研究を深めることができたか。

成績評価
方法

授業参加50%＋研究成果50%

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜指示する。

備考

クラス [03クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準

19

19



科目ID: 078700009729 科目コード: D6012111

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習I

担当教員 本吉　裕之

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 火３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文作成のための研究指導を行う。興味関心の幅を広げ、課題発見と仮説、文献調査を行う。【実務経験】日本交通公社(現・JTB) 東京銀座支
店、ドコモAOLビジネス開発部を経てプライムリンク（現・株式会社一休（Zホールディングス））。一休.com宿泊施設等への営業及び新サービスの企
画・開発に取り組み、宿泊営業部長、市場開発部長などを経て現職。

授業方針 ゼミ形式により、修士論文の作成報告と、それぞれの内容に関連するディスカッションを通して深掘りをしていく。 

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　演習の進め方
第　２回　課題発見と目的展開（1）
第　３回　課題発見と目的展開（2）
第　４回　課題発見と目的展開（3）
第　５回　課題発見と目的展開（4）
第　６回　課題発見と目的展開（5）
第　７回　研究状況報告と議論(1)
第　８回　研究状況報告と議論(2)
第　９回　研究状況報告と議論(3)
第１０回　研究状況報告と議論(4)
第１１回　研究状況報告と議論(5)
第１２回　研究状況報告と議論(6)
第１３回　研究状況報告と議論(7)
第１４回　研究発表
第１５回　まとめ及び試験  

準備学習 文献の探索、調査研究、執筆活動等は各自授業時間外に行うこと。

学習到達目標 論文作成に必要な一連のステップを理解する。
課題解決のための、「目的展開法」を身につける。
仮説の構築、検証を行うことで論理的な考え方ができる。

達成度
評価基準

論文作成の流れを理解し、内容を分かりやすく伝えられているか。
論文作成の方法、技法を学び、実践できているか。  

成績評価
方法

ゼミへの参加、貢献度と発表資料の内容により評価する。  

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第１５条に定める。 

教材 資料などは随時指示する。  

備考

クラス [04クラス]

成

績

評

価

基

準

20
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科目ID: 078700001370 科目コード: D6012111

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習I

担当教員 林　信義

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 金４
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文作成のための研究指導を行う。問題意識と経営理論との融合から仮説を構築し、調査研究を行い、論文を作成する。

授業方針 ゼミ形式により、修士論文の作成報告と、それぞれの内容に関連するディスカッションを繰り返しながら進める。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　　問題意識の明確化（１）
第　２回　　問題意識の明確化（２）
第　３回　　問題意識の明確化（３）
第　４回　　問題意識の明確化（４）
第　５回　　先行調査の研究 （１）
第　６回　　先行調査の研究 （２）
第　７回　　先行調査の研究 （３）
第　８回　　先行調査の研究 （４）
第　９回　　先行調査の研究 （５）
第１０回　　先行調査の研究 （６）
第１１回　　一次報告　（１）
第１２回　　一次報告　（２）
第１３回　　一次報告　（３）
第１４回　　一次報告　（４）
第１５回　　まとめ及び試験

準備学習 文献の探索、調査研究、執筆活動等は各自授業時間外に行うこと。

学習到達目標 論文作成に必要な一連のステップを理解できるようになる。
仮説の構築、検証を行うことで論理的な考え方ができるようになる。

達成度
評価基準

論文作成ステップを理解し、説明できるか。
論文作成の方法論、技法を学び、実践できるか。

成績評価
方法

発表資料の内容により評価する。

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 必要な資料などは随時指示する。

備考

クラス [05クラス]

成

績

評

価

基

準

21
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科目ID: 078700009420 科目コード: D6012111

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習I

担当教員 李　艶紅

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 木３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

会社法の基礎知識を学び、法の適用問題について演習形式で行なっていきます。

授業方針 受講生による発表やディスカッションが中心となります。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　オリエンテーション
第２回　教材の輪読・ディスカッション
第３回　教材の輪読・ディスカッション
第４回　テーマ演習①：担当者によるレポート発表

第５回　教材の輪読・ディスカッション
第６回　教材の輪読・ディスカッション
第７回　テーマ演習②：担当者によるレポート発表

第８回　教材の輪読・ディスカッション
第９回　教材の輪読・ディスカッション
第１０回　テーマ演習③：担当者によるレポート発表

第１１回　教材の輪読・ディスカッション
第１２回　教材の輪読・ディスカッション
第１３回　テーマ演習④：担当者によるレポート発表
第１４回　まとめ＆補足

準備学習 教材の予習（30時間）
レポートの作成（40時間）
期末レポートの作成その他（20時間）

学習到達目標 会社法の基礎知識を身につけます。

達成度
評価基準

どの程度理解できているのかを評価します。

成績評価
方法

平常点（６０％）＋期末レポートの提出（４０％）

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程に基づいて評価します。

教材 演習内において指示します。

備考

クラス [06クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準

22
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科目ID: 078700009728 科目コード: D6012112

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習II

担当教員 村山　要司

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 火３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

経営における諸問題に対して情報技術を用いて解決を図るため、調査・研究を行い、論文を作成する。【実務経験】本科目は、IT企業で、技術者、経
営者としての実務経験を持つ教員による実務科目である。  

授業方針 研究テーマの設定と研究計画作成のための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回 演習の進め方
第 2回 研究テーマの設定
第 3回 先行研究の調査①
第 4回 先行研究の調査②
第 5回 先行研究の調査③
第 6回 研究テーマの明確化
第 7回 研究報告と議論①
第 8回 研究報告と議論②
第 9回 研究報告と議論③
第10回 研究報告と議論④
第11回 研究報告と議論⑤
第12回 研究報告と議論⑥
第13回 研究報告と議論⑦
第14回 研究発表
第15回 まとめ及び試験

準備学習 自主的に調査・研究を進める。（60時間）

学習到達目標 自主的に調査・研究を進めることができる。
調査・研究した成果をまとめ、発表ができる。

達成度
評価基準

自主的に調査・研究を進め、成果をまとめることができたか。
研究の内容について適切に発表できたか。  

成績評価
方法

取り組み方40％、最終成果物50％、成果発表10％の割合で総合的に評価する。

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第15条に定める。

教材

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

23

23



科目ID: 078700001378 科目コード: D6012112

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習II

担当教員 田中　克明

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 金２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

情報システムに関する研究プロジェクトとして、各自で計算機を利用した情報システムの調査と構築・評価を行い、成果を文章などにまとめ、発表す
る。本演習では、研究に関するディスカッションを中心に行う。

授業方針 研究の進捗状況の報告とディスカッションを中心に行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　演習の進め方
第　２回　文献講読と議論(1)
第　３回　文献講読と議論(2)
第　４回　文献講読と議論(3)
第　５回　研究状況報告と議論(1)
第　６回　研究状況報告と議論(2)
第　７回　研究状況報告と議論(3)
第　８回　研究状況報告と議論(4)
第　９回　研究状況報告と議論(5)
第１０回　研究状況報告と議論(6)
第１１回　研究状況報告と議論(7)
第１２回　研究状況報告と議論(8)
第１３回　研究状況報告と議論(9)
第１４回　研究発表
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 文献調査および情報システムの構築・評価を各自で自主的に進めること。

学習到達目標 自主的に情報システムの構築・評価を行い、成果をまとめることができる。

達成度
評価基準

情報システムの構築に当たり、目的の設定、システムの構築、評価、成果の発表と議論を行うことができたか。

成績評価
方法

おおよそ研究の進め方の評価50%、研究成果50%で総合的に評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材

備考

クラス [02クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準

24
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科目ID: 078700001377 科目コード: D6012112

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習II

担当教員 高橋　広治

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 金３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

情報社会システムの構築についての実習は，具体的なプロジェクトを通して体験的に学習することが重要である。このため，プロジェクトとして実施す
るテーマを設定するために，現存する情報社会システムを調査・研究し，社会あるいは会社の要求と必要な技術の関係および開発プロセスを明らか
にして，学生がテーマ設定を行い，テーマに沿った研究計画について発表と討議を行う。  

授業方針 本演習では，研究プロジェクトのテーマ設定と研究計画作成のための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

高度情報社会である現代においては，膨大な量のデータが時々刻々と生み出されている。そのようなデータを，人間にとって有用な真に
生きた情報として活用するためには，各々の問題に合った適切なデータ処理を高速に行うことができる情報システムが必要不可欠であ
る。そのようなシステムの構築を目指して，コンピュータを使った検索，分類，統計解析，データマイニングなどの様々なデータ処理の手
法の開発や，それらの手法を応用した社会現象の分析などをテーマとした研究指導を行う。

第 1回　演習の進め方
第 2回　研究テーマ策定
第 3回　予備調査
第 4回　研究計画の決定
第 5回　研究報告と議論（１）
第 6回　研究報告と議論（２）
第 7回　研究報告と議論（３）
第 8回　研究報告と議論（４）
第 9回　研究報告と議論（５）
第10回　研究報告と議論（６）
第11回　研究報告と議論（７）
第12回　研究報告と議論（８）
第13回　研究発表準備
第14回　研究発表
第15回　レポート作成

準備学習 自主的に研究を進める。（60時間）

学習到達目標 （1）自主的に研究を進めることができるようになる。
（2）自分の研究を深める。

達成度
評価基準

（1）自主的に研究を進めることができるようになったか。
（2）自分の研究を深めることができたか。   

成績評価
方法

授業参加50%＋研究成果50%

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜指示する。 

備考

クラス [03クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準

25

25



科目ID: 078700009730 科目コード: D6012112

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習II

担当教員 本吉　裕之

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 火３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文作成のための研究指導を行う。興味関心の幅を広げ、課題発見と仮説、文献調査を行う。  【実務経験】日本交通公社(現・JTB) 東京銀座
支店、ドコモAOLビジネス開発部を経てプライムリンク（現・株式会社一休（Zホールディングス））。一休.com宿泊施設等への営業及び新サービスの企
画・開発に取り組み、宿泊営業部長、市場開発部長などを経て現職。

授業方針 ゼミ形式により、修士論文の作成報告と、それぞれの内容に関連するディスカッションを通して深掘りをしていく。 

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回　オリエンテーション
第2回　課題提示①：ディスカッション
第3回　教材の輪読：ディスカッション
第4回　課題①プレゼンテーション

第5回　課題提示②：ディスカッション
第6回　教材の輪読・ディスカッション
第7回　課題②プレゼンテーション

第8回　課題提示③：ディスカッション
第9回　教材の輪読：ディスカッション
第10回　課題③プレゼンテーション

第11回　課題提示④：ディスカッション
第12回　教材の輪読：ディスカッション
第13回　課題④プレゼンテーション

第１4回　修士論文テーマ選定
第１5回　まとめ・最終レポート

準備学習 文献の探索、調査研究、執筆活動等は各自授業時間外に行うこと。 

学習到達目標 論文作成に向け、自ら課題を見つけ解決策を提示できるようにする。
仮説の構築、検証を行うことで論理的な考え方ができるようになる。

達成度
評価基準

論文テーマについて、分かりやすく説明できるか。
論文作成の技法を習得し、実践できているか。 

成績評価
方法

発表資料の内容により評価する。  

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第１５条に定める。 

教材 資料などは随時指示する。  

備考

クラス [04クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001375 科目コード: D6012112

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習II

担当教員 林　信義

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 金４
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文作成のための研究指導を行う。問題意識と経営理論との融合から仮説を構築し、調査研究を行い、論文を作成する。

授業方針 ゼミ形式により、修士論文の作成報告と、それぞれの内容に関連するディスカッションを繰り返しながら進める。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　　仮説の構築（１）
第　２回　　仮説の構築（２）
第　３回　　仮説の構築（３）
第　４回　　仮説の構築（４）
第　５回　　仮説の構築（５）
第　６回　　調査方法・研究方法の検討（１）
第　７回　　調査方法・研究方法の検討（２）
第　８回　　調査方法・研究方法の検討（３）
第　９回　　調査方法・研究方法の検討（４）
第１０回　　調査方法・研究方法の検討 (５）
第１１回　　二次報告　（１）
第１２回　　二次報告　（２）
第１３回　　二次報告　（３）
第１４回　　二次報告　（４）
第１５回　　まとめ及び試験

準備学習 文献の探索、調査研究、執筆活動等は各自授業時間外に行うこと。

学習到達目標 論文作成に必要な一連のステップを理解できるようになる。
仮説の構築、検証を行うことで論理的な考え方ができるようになる。

達成度
評価基準

論文作成ステップを理解し、説明できるか。
論文作成の方法論、技法を学び、実践できるか。

成績評価
方法

発表資料の内容により評価する。

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 必要な資料などは随時指示する。

備考

クラス [05クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準
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科目ID: 078700009421 科目コード: D6012112

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習II

担当教員 李　艶紅

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 木３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

会社法の基礎知識を身につけた上で、具体例をとりあげた演習問題を解きます。

授業方針 受講生による積極的な思考と発言が求められます。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　オリエンテーション
第２回　教材の輪読・ディスカッション
第３回　教材の輪読・ディスカッション
第４回　テーマ演習①：担当者によるレポート発表

第５回　教材の輪読・ディスカッション
第６回　教材の輪読・ディスカッション
第７回　テーマ演習②：担当者によるレポート発表

第８回　教材の輪読・ディスカッション
第９回　教材の輪読・ディスカッション
第１０回　テーマ演習③：担当者によるレポート発表

第１１回　教材の輪読・ディスカッション
第１２回　教材の輪読・ディスカッション
第１３回　テーマ演習④：担当者によるレポート発表
第１４回　まとめ＆補足

準備学習 指定教材の事前学習（３０時間）
レポート作成・演習問題の答案作成（４０時間）
期末レポートの作成提出（２０時間）

学習到達目標 演習問題を解くことを通じて、自らの問題解決能力を培っていきます。

達成度
評価基準

演習内における発言や期末レポートの完成度を総合的に評価します。

成績評価
方法

平常点（６０％）＋期末レポート（４０％）

成績評価 学内の関連規則に則って行います。

教材 演習内において別途指示します。

備考

クラス [06クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001384 科目コード: D6012113

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習III

担当教員 村山　要司

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 火２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

経営における諸問題に対して情報技術を用いて解決を図るため、調査・研究を行い、論文を作成する。【実務経験】本科目は、IT企業で、技術者、経
営者としての実務経験を持つ教員による実務科目である。  

授業方針 修士論文を完成させるための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回 演習の進め方
第 2回 研究テーマの設定
第 3回 先行研究の調査①
第 4回 先行研究の調査②
第 5回 先行研究の調査③
第 6回 研究テーマの明確化
第 7回 研究報告と議論①
第 8回 研究報告と議論②
第 9回 研究報告と議論③
第10回 研究報告と議論④
第11回 研究報告と議論⑤
第12回 研究報告と議論⑥
第13回 研究報告と議論⑦
第14回 研究発表
第15回 まとめ及び試験

準備学習 自主的に調査・研究、論文の執筆を進める。（60時間）

学習到達目標 修士論文完成に向けて、自主的に研究を進めることができる。
調査・研究した内容を修士論文としてまとめ、発表ができる。

達成度
評価基準

自主的に調査・研究を進め、論文としてまとめることができたか。
論文の内容について適切に発表できたか。

成績評価
方法

取り組み方40％、最終成果物50％、成果発表10％の割合で総合的に評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材

備考

クラス [01クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準
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科目ID: 078700001383 科目コード: D6012113

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習III

担当教員 田中　克明

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 月２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

情報システムに関する研究プロジェクトとして、各自で計算機を利用した情報システムの調査と構築・評価を行い、成果を文章などにまとめ、発表す
る。本演習では、研究に関するディスカッションを中心に行う。

授業方針 研究の進捗状況の報告とディスカッションを中心に行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　演習の進め方
第　２回　文献講読と議論(1)
第　３回　文献講読と議論(2)
第　４回　文献講読と議論(3)
第　５回　研究状況報告と議論(1)
第　６回　研究状況報告と議論(2)
第　７回　研究状況報告と議論(3)
第　８回　研究状況報告と議論(4)
第　９回　研究状況報告と議論(5)
第１０回　研究状況報告と議論(6)
第１１回　研究状況報告と議論(7)
第１２回　研究状況報告と議論(8)
第１３回　研究状況報告と議論(9)
第１４回　研究発表
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 文献調査および情報システムの構築・評価を各自で自主的に進めること。

学習到達目標 自主的に情報システムの構築・評価を行い、成果をまとめることができる。

達成度
評価基準

情報システムの構築に当たり、目的の設定、システムの構築、評価、成果の発表と議論を行うことができたか。

成績評価
方法

おおよそ研究の進め方の評価50%、研究成果50%で総合的に評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材

備考

クラス [02クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準
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科目ID: 078700001382 科目コード: D6012113

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習III

担当教員 高橋　広治

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 月２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

学生が，設定したテーマと関連が深い情報社会システムの機能， 構造，および使われている技術， 開発のプロセスを調査・研究する。これにより，要
求と機能・構造の関係，また，要求がシステムに具体化されていく関連を明らかにする。その結果に基づいた様々な可能性のあるソリューションにつ
いて検討し，具体的なプロジェクトにおいて実施して，その成果について発表と討議を行う。

授業方針 本演習では，テーマと関連する社会システムの調査研究によって，プロジェクトのシステム化を実現するための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

高度情報社会である現代においては，膨大な量のデータが時々刻々と生み出されている。そのようなデータを，人間にとって有用な真に
生きた情報として活用するためには，各々の問題に合った適切なデータ処理を高速に行うことができる情報システムが必要不可欠であ
る。そのようなシステムの構築を目指して，コンピュータを使った検索，分類，統計解析，データマイニングなどの様々なデータ処理の手
法の開発や，それらの手法を応用した社会現象の分析などをテーマとした研究指導を行う。

第 1回　演習の進め方
第 2回　研究テーマ策定
第 3回　予備調査
第 4回　研究計画の決定
第 5回　研究報告と議論（１）
第 6回　研究報告と議論（２）
第 7回　研究報告と議論（３）
第 8回　研究報告と議論（４）
第 9回　研究報告と議論（５）
第10回　研究報告と議論（６）
第11回　研究報告と議論（７）
第12回　研究報告と議論（８）
第13回　研究発表準備
第14回　研究発表
第15回　レポート作成

準備学習 自主的に研究を進める。（60時間）

学習到達目標 （1）自主的に研究を進めることができるようになる。
（2）自分の研究を深める。

達成度
評価基準

（1）自主的に研究を進めることができるようになったか。
（2）自分の研究を深めることができたか。

成績評価
方法

授業参加50%＋研究成果50%

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜指示する。

備考

クラス [03クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001381 科目コード: D6012113

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習III

担当教員 本吉　裕之

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 火２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文の研究テーマについて、多面的に研究を進める。【実務経験】日本交通公社(現・JTB) 東京銀座支店、ドコモAOLビジネス開発部を経てプラ
イムリンク（現・株式会社一休（Zホールディングス））。一休.com宿泊施設等への営業及び新サービスの企画・開発に取り組み、宿泊営業部長、市場
開発部長などを経て現職。

授業方針 修士論文の研究テーマについて研究を進め、執筆を進めていく。

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回　　　オリエンテーション
第2回　　　修士論文内容についてディスカッション①
第3回　　　修士論文内容についてディスカッション②
第4回　　　修士論文内容についてディスカッション③
第5回　　　修士論文内容についてディスカッション④
第6回　　　必要な調査研究計画の策定・実施及び執筆①
第7回　　　必要な調査研究計画の策定・実施及び執筆②
第8回　　　必要な調査研究計画の策定・実施及び執筆③
第9回　　　必要な調査研究計画の策定・実施及び執筆④
第10回　　　必要な調査研究計画の策定・実施及び執筆⑤
第11回　　　修士論文初稿の執筆及び進捗確認①
第12回　　　修士論文初稿の執筆及び進捗確認②
第13回　　　修士論文初稿の執筆及び進捗確認③
第14回　　　修士論文初稿の執筆及び進捗確認④
第15回　　　修士論文初稿の執筆及び進捗確認⑤

準備学習 情シス創造プロジェクト特別演習II内容の確認

学習到達目標 修士論文初稿の完成、及びその相応の基準達成

達成度
評価基準

修士論文初稿の完成、及びその相応の基準達成

成績評価
方法

修士論文初稿の内容および発表100％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜指定する。

備考 毎回、PCを必ず持参すること

クラス [04クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準
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科目ID: 078700001380 科目コード: D6012113

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習III

担当教員 林　信義

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 金３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文作成のための研究指導を行う。問題意識と経営理論との融合から仮説を構築し、調査研究を行い、論文を作成する。

授業方針 ゼミ形式により、修士論文の作成報告と、それぞれの内容に関連するディスカッションを繰り返しながら進める。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　　調査・研究の遂行（１）
第　２回　　調査・研究の遂行（２）
第　３回　　調査・研究の遂行（３）
第　４回　　調査・研究の遂行（４）
第　５回　　調査結果の分析（１）
第　６回　　調査結果の分析（２）
第　７回　　調査結果の分析（３）
第　８回　　調査結果の分析（４）
第　９回　　調査結果の分析（５）
第１０回　　調査結果の分析（６）
第１１回　　三次報告　（１）
第１２回　　三次報告　（２）
第１３回　　三次報告　（３）
第１４回　　三次報告　（４）
第１５回　　まとめ及び試験

準備学習 文献の探索、調査研究、執筆活動等は各自授業時間外に行うこと。

学習到達目標 論文作成に必要な一連のステップを理解できるようになる。
仮説の構築、検証を行うことで論理的な考え方ができるようになる。

達成度
評価基準

論文作成ステップを理解し、説明できるか。
論文作成の方法論、技法を学び、実践できるか。

成績評価
方法

発表資料の内容により評価する。

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 必要な資料などは随時指示する。

備考

クラス [05クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700009422 科目コード: D6012113

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習III

担当教員 李　艶紅

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 金３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文（以下、「修論」）の作成指導を中心に行います。

授業方針 受講生自らテーマを設定し、資料調査と精読を行い、修論作成に取り組みます。複数回に分けての経過報告を行なってもらいます。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　オリエンテーション（修論作成にあたり）
第２回　修論のテーマ＆作成計画
第３回　修論の資料収集＆精読
第４回　修論の執筆指導①

第５回　修論の資料収集＆精読
第６回　修論の資料収集＆精読
第７回　修論の執筆指導②

第８回　修論の資料収集＆精読
第９回　修論の資料収集＆精読
第10回　修論の執筆指導③

第11回　修論の資料収集＆精読
第12回　修論の資料収集＆精読
第13回　修論の執筆指導④
第14回　修論の執筆指導⑤

準備学習 資料の調査と精読（５０％）
修論の執筆（５０％）

学習到達目標 参考文献などの読む力をつけて、論文を構成する力、書く力と発表する力などを鍛えていきます。

達成度
評価基準

読む力、論文作成とプレゼンする力を身につけているか、どの程度達成しているかについて評価します。

成績評価
方法

平常点（60％）＋修論の作成状況（40％）

成績評価 授業態度や修論の完成度を総合的に評価します。

教材 指定なし

備考

クラス [06クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001389 科目コード: D6012114

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習Ⅳ

担当教員 村山　要司

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 火２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

経営における諸問題に対して情報技術を用いて解決を図るため、調査・研究を行い、論文を作成する。【実務経験】本科目は、IT企業で、技術者、経
営者としての実務経験を持つ教員による実務科目である。  

授業方針 修士論文を完成させるための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回 演習の進め方
第 2回 研究テーマの設定
第 3回 先行研究の調査①
第 4回 先行研究の調査②
第 5回 先行研究の調査③
第 6回 研究テーマの明確化
第 7回 研究報告と議論①
第 8回 研究報告と議論②
第 9回 研究報告と議論③
第10回 研究報告と議論④
第11回 研究報告と議論⑤
第12回 研究報告と議論⑥
第13回 研究報告と議論⑦
第14回 研究発表
第15回 まとめ及び試験

準備学習 自主的に調査・研究、論文の執筆を進める。（60時間）

学習到達目標 修士論文完成に向けて、自主的に研究を進めることができる。
調査・研究した内容を修士論文としてまとめ、発表ができる。

達成度
評価基準

自主的に調査・研究を進め、論文としてまとめることができたか。
論文の内容について適切に発表できたか。

成績評価
方法

修士論文80％、発表20％の割合で総合的に評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材

備考

クラス [01クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準

35

35



科目ID: 078700001388 科目コード: D6012114

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習Ⅳ

担当教員 田中　克明

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 金４
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

情報システムに関する研究プロジェクトとして、各自で計算機を利用した情報システムの調査と構築・評価を行い、成果を文章などにまとめ、発表する
とともに、修士論文を作成する。本演習では、研究に関するディスカッションを中心に行う。

授業方針 研究の進捗状況の報告とディスカッションを中心に行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　演習の進め方
第　２回　文献講読と議論(1)
第　３回　文献講読と議論(2)
第　４回　文献講読と議論(3)
第　５回　研究状況報告と議論(1)
第　６回　研究状況報告と議論(2)
第　７回　研究状況報告と議論(3)
第　８回　研究状況報告と議論(4)
第　９回　研究状況報告と議論(5)
第１０回　研究状況報告と議論(6)
第１１回　研究状況報告と議論(7)
第１２回　研究状況報告と議論(8)
第１３回　研究状況報告と議論(9)
第１４回　研究発表
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 文献調査および情報システムの構築・評価と修士論文の執筆を、各自で自主的に進めること。

学習到達目標 自主的に情報システムの構築・評価を行い、成果を修士論文にまとめることができる。

達成度
評価基準

情報システムの構築に当たり、目的の設定、システムの構築、評価、成果の発表と議論を行うことができたか。また、修士論文の執筆を
自主的に行い、完成させることができたか。

成績評価
方法

おおよそ研究の進め方の評価50%、研究成果50%で総合的に評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材

備考

クラス [02クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001387 科目コード: D6012114

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習Ⅳ

担当教員 高橋　広治

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 水５
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

学生が設定したテーマに関するソリューションについての計画やプロジェクトを実施していく過程での成果物をレビューし，その成果の報告(進捗・品
質・機能・構造)について指導する。また，新規性や創造性などについても検討する。最終的に学生がプロジェクト全体をまとめて発表すると共に討議
を行う。

授業方針 本演習では，プロジェクトシステム化の過程における成果をレビューし，プロジェクトを完成させるための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

高度情報社会である現代においては，膨大な量のデータが時々刻々と生み出されている。そのようなデータを，人間にとって有用な真に
生きた情報として活用するためには，各々の問題に合った適切なデータ処理を高速に行うことができる情報システムが必要不可欠であ
る。そのようなシステムの構築を目指して，コンピュータを使った検索，分類，統計解析，データマイニングなどの様々なデータ処理の手
法の開発や，それらの手法を応用した社会現象の分析などをテーマとした研究指導を行う。

第 1回　演習の進め方
第 2回　研究テーマ策定
第 3回　予備調査
第 4回　研究計画の決定
第 5回　研究報告と議論（１）
第 6回　研究報告と議論（２）
第 7回　研究報告と議論（３）
第 8回　研究報告と議論（４）
第 9回　研究報告と議論（５）
第10回　研究報告と議論（６）
第11回　研究報告と議論（７）
第12回　研究報告と議論（８）
第13回　研究発表準備
第14回　研究発表
第15回　レポート作成

準備学習 自主的に研究を進める。（60時間）

学習到達目標 （1）自主的に研究を進めることができるようになる。
（2）自分の研究を深める。

達成度
評価基準

（1）自主的に研究を進めることができるようになったか。
（2）自分の研究を深めることができたか。

成績評価
方法

授業参加50%＋研究成果50%

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜指示する。

備考

クラス [03クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001386 科目コード: D6012114

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習Ⅳ

担当教員 本吉　裕之

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 火２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文の研究テーマについて、多面的に研究を進め。完成させる。【実務経験】日本交通公社(現・JTB) 東京銀座支店、ドコモAOLビジネス開発部
を経てプライムリンク（現・株式会社一休（Zホールディングス））。一休.com宿泊施設等への営業及び新サービスの企画・開発に取り組み、宿泊営業
部長、市場開発部長などを経て現職。

授業方針 前期に完成させた初稿をベースに研究を重ね、修士課程修了に相応しい論文を完成させる。

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回　 　進捗確認
第2回　 　修士論文完成に向けての研究①
第3回　 　修士論文完成に向けての研究②
第4回　 　修士論文完成に向けての研究③
第5回　 　修士論文完成に向けての研究④
第6回　 　執筆の進捗確認①
第7回　 　執筆の進捗確認②
第8回　 　執筆の進捗確認③
第9回　 　執筆の進捗確認④
第10回　 　執筆の進捗確認⑤
第11回　 　修士論文の完成及び発表①
第12回　 　修士論文の完成及び発表②
第13回　 　修士論文の完成及び発表③
第14回　 　修士論文の完成及び発表④
第15回　 　修士論文の完成及び発表⑤ 

準備学習 各個人別の修士論文に関する情報収集と、引用リストをまとめる。

学習到達目標 修士課程修了に相応しい修士論文の完成

達成度
評価基準

修士課程修了に相応しい修士論文の完成

成績評価
方法

修士論文の内容及び発表100％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜指定する。

備考 毎回、PCを必ず持参すること

クラス [04クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001385 科目コード: D6012114

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習Ⅳ

担当教員 林　信義

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 金３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文作成のための研究指導を行う。問題意識と経営理論との融合から仮説を構築し、調査研究を行い、論文を作成する。

授業方針 ゼミ形式により、修士論文の作成報告と、それぞれの内容に関連するディスカッションを繰り返しながら進める。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　　修士論文の作成（１）
第　２回　　修士論文の作成（２）
第　３回　　修士論文の作成（３）
第　４回　　修士論文の作成（４）
第　５回　　修士論文の検討・討議 （１）
第　６回　　修士論文の検討・討議  （２）
第　７回　　修士論文の検討・討議  （３）
第　８回　　修士論文の検討・討議  （４）
第　９回　　修士論文の最終確認・報告 （１）
第１０回　　修士論文の最終確認・報告 （２）
第１１回　　修士論文の最終確認・報告 （３）
第１２回　　修士論文の最終確認・報告 （４）
第１３回　　修士論文の最終確認・報告 （５）
第１４回　　修士論文の最終確認・報告 （６）
第１５回　　まとめ及び試験

準備学習 文献の探索、調査研究、執筆活動等は各自授業時間外に行うこと。

学習到達目標 論文作成に必要な一連のステップを理解できるようになる。
仮説の構築、検証を行うことで論理的な考え方ができるようになる。

達成度
評価基準

論文作成ステップを理解し、説明できるか。
論文作成の方法論、技法を学び、実践できるか。

成績評価
方法

修士論文の完成度により評価する。

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 必要な資料などは随時指示する。

備考

クラス [05クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準
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科目ID: 078700009423 科目コード: D6012114

科目名

情シス創造プロジェクト特別演習Ⅳ

担当教員 李　艶紅

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 月３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

修士論文（以下、「修論」）の執筆指導を中心に行います。

授業方針 資料の調査、選定と精読、修論の作成と添削を繰り返し行なっていきます。受講生は毎回の演習タスクに合わせて着実に遂行していくことが大事で
す。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　修論の進捗状況報告会①
第２回　修論の進捗状況報告会②
第３回　修論の資料収集＆精読
第４回　修論の執筆指導①

第５回　修論の資料収集＆精読
第６回　修論の資料収集＆精読
第７回　修論の執筆指導②

第８回　修論の資料収集＆精読
第９回　修論の資料収集＆精読
第10回　修論の執筆指導③

第11回　修論の資料収集＆精読
第12回　修論の資料収集＆精読
第13回　修論の執筆指導④
第14回　修論の概要書作成

準備学習 資料調査・精読（45時間）
修論作成（45時間）

学習到達目標 修論を完成させることを目標とします。

達成度
評価基準

修論を作成するための努力と修論の完成度で評価します。

成績評価
方法

平常点（30％）＋修論（70％）

成績評価 修論作成の経過と結果を総合的に評価します。

教材 指定なし

備考

クラス [06クラス]

成

績

評

価

基

準

40

40



科目ID: 078700001347 科目コード: D6011013

科目名

ヒューマン・インターフェース特論

担当教員 森沢　幸博

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 月２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

人と機械の境界面となるUI（インタフェース）は,行動科学や認知心理学の知見を取り入れながら日々進化している。人がストレスなくシステムと協調す
るためには,人の行動や感情を考慮したUI設計が必要となる。
本講義では,UIに関する知識を正しく理解し,豊かなユーザー体験を生み出すUIデザインと評価法の理解を目指す。  

授業方針 インタフェースデザインに関する論文や著書を読み,デザイン専用ソフトウェアを使用してアプリケーションの試作モデルを制作する。
また,ユーザーを想定したサービスや新しいデバイス提案を目的としたコンテンツ研究・調査を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　インタフェース設計基礎
第　２回　UIデザインの基本フレーム
第　３回　認知工学、感性工学に基づくインタフェース設計
第　４回　人間中心デザインプロセス
第　５回　デザインパターンとガイドライン
第　６回　プロトタイプ制作によるアプリケーション評価
第　７回　中間研究報告
第　８回　マンマシン・インタラクション
第　９回　コンテクスチュアル・デザイン
第１０回　UXのモデル化とコンセプト作成
第１１回　HMIの利用文脈とユーザビリティ評価
第１２回　研究課題制作(1)（問題解決型デザイン）
第１３回　研究課題制作(2)（コミュニケーション・デザイン）
第１４回　課題発表　成果報告　質疑応答
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 授業時に示すレポート課題について事前に調べ,専門用語の意味などについて理解する（10時間）
中間研究報告,最終レポート課題作成（30時間）
指定した教科書の要点をまとめ,UI/UXに関する基礎知識について予習と復習をしておく（20時間）  

学習到達目標 インタフェースに関する知識と応用事例について理解し,専門用語を交えて説明ができるようになる事を目的とする。

達成度
評価基準

ヒトと機械,人と情報の相互作用に関する基礎知識を理解し,UIデザインに応用可能な提案ができる。

成績評価
方法

課題テーマに対する中間レポート20％　最終レポート30% プレゼンによる研究成果発表（中間報告+最終発表）50%  

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書：「UXデザインの教科書」安藤昌也　丸善出版　2017年
参 考 書：「失敗から学ぶユーザインタフェース」中村聡史 技術評論社　2015年

備考 学科で配布しているノートパソコンを利用して講義を行う。
Photoshop、Illustrator等を使用してUIデザインを行う。

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001356 科目コード: D6011214

科目名

イメージ創造特論

担当教員 檀上　誠

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 水４
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

クリエイティブな創作活動においては、コンセプトを立て、実行することが重要である。ＣＧ作品の制作においてもコンセプトの立案が重要となる。
本講義では、企画・作品制作・プレゼンテーション・評価を通じ、作品制作における創造力の強化および客観的な評価能力を得ることを目的としてい
る。

授業方針 まず、コンセプト及びイメージ表現が人に対して果たす重要性を知り，ＣＧ技術を用いた情報の視覚化について事例研究を行う。次に、コンセプトメイ
キングの手法を学びつつ、オリジナル性を高める思考力を養い、コンセプトを立案する。そして、立案されたコンセプトに基づき、ＣＧ関連ツールを用い
て、作品制作を行う。最後に、完成させた作品に対し評価を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　学習内容およびスケジュールの説明
第２回　事例研究１）国内事例を学ぶ
第３回　事例研究２）国外事例を学ぶ
第４回　企画１）コンセプトメイキング法
第５回　企画２）オリジナルシンキング法
第６回　企画３）作品制作にむけたコンセプトの立案
第７回　作品制作１）ＣＧツールの選択・制作活動
第８回　作品制作２）制作活動
第９回　中間発表・プレゼンテーション
第１０回　作品制作３）制作活動・修正点の確認
第１１回　作品制作４）制作活動・修正点の確認
第１２回　作品制作５）制作活動・修正点の確認
第１３回　作品制作６）作品発表及びプレゼンテーションの準備
第１４回　作品発表・プレゼンテーション・作品評価
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 １）事前に事例研究を十分行うこと。（10時間）
２）コンセプトの立案方法の重要性を把握すること。（20時間）
３）ＣＧ関連ツールを選択し、最適な手法を学ぶこと。（30時間）

学習到達目標 企画力・制作能力・プレゼンテーション能力・客観的な評価方法の修得

達成度
評価基準

提出作品・プレゼンテーションを通じ、学習到達目標にある４項目を満たすこと

成績評価
方法

提出作品・プレゼンテーション（80％）、授業参加度（20％）

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第14条に定める。

教材 教 科 書:制作物に適した書籍を紹介する。
参 考 書:その都度紹介する。

備考

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001360 科目コード: D6011218

科目名

ディジタル音響表現特論

担当教員 中川　善裕

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 月４
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

世の中に存在する様々な現実音，それらを電気的、電子的に加工したした音，コンピュータ上で生成できる合成音など，現在、我々は様々な音を扱う
事ができる。それらの音たちを細胞のように時間軸上に構成し、既成の楽器による音楽とは異なる音楽をつくる可能性を探りたい。ここではいわゆる
合成音による「電子音楽」と具体音を用いる「ミュージックコンクレート」を総括した「電子音響音楽」の創作を、コンピュータを用いた可能性という観点
から教育研究する。

授業方針 適宜、基礎資料を配布し、ディスカッションを行いながら、課題となる作品を制作してゆくことになる

学習内容

（授業
スケジュール）

 院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題にたいする演習を行う。

第　１回　イントロダクション
第　２回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅰ）
第　３回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅱ）
第　４回　基礎実習（Ⅰ）
第　５回　基礎実習（Ⅱ）
第　６回　基礎実習（Ⅲ）
第　７回　基礎実習（Ⅳ）
第　８回　基礎実習（Ⅴ）
第　９回　課題実習（Ⅰ）
第１０回　課題実習（Ⅱ）
第１１回　課題実習（Ⅲ）
第１２回　課題実習（Ⅳ）
第１３回　課題実習（Ⅴ）
第１４回　課題実習（Ⅵ）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 初回授業で指示する参考図書等をよみ、専門用語の意味などを理解しておく事

学習到達目標 授業スケジュールの各項目で行われたことを理解する事

達成度
評価基準

学習した制作上の技術を用いて、自分の個性を表現することができたか。

成績評価
方法

学期末の提出作品 80％,平常点　20％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教員の指定による。

備考

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001357 科目コード: D6011215

科目名

マルチ・メディア情報処理特論

担当教員 森沢　幸博

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 月２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

本講義は,多様化するメディアと人間の関係性について理解を深めることを目的としている。授業では,インターネットを中心とした情報メディアを活用し
たサービス事例を紹介するとともに,メディアを通じたコミュニケーション手法について研究、考察を行う。

授業方針 研究テーマに関係する国内外のメディア・デザイン専門書,論文の輪読を行い,メディア研究分野の課題について学ぶ。
インターネットを中心とした情報技術と社会環境の変化に関する小レポート（全10回）を行い,最終課題は,メディア技術を活用したサービス事例につい
てレポートをまとめる。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　情報化社会におけるメディアの発展
第　２回　マルチメディアと情報化社会
第　３回　情報デザインにおけるUI設計
第　４回　身体感覚の拡張とデザイン生態学
第　５回　視覚表現とディジタルデザイン
第　６回　ソーシャルメディアとコミュニケーション理解
第　７回　中間課題報告
第　８回　インタラクティブメディアの進化
第　９回　脳科学と感覚メディア
第１０回　マルチモーダルメディアと感情表現
第１１回　AR, MR, VRメディアと情報技術
第１２回　研究課題指導(1)（情報デザイン）
第１３回　研究課題指導(2)（視覚文化　映像表現）
第１４回　課題発表　成果報告、質疑応答
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 授業時に示すレポート課題について事前に調べ,専門用語の意味などについて理解する（10時間）
中間レポート課題,最終レポート課題作成（30時間）
指定した教科書の要点をまとめ,ディジタルメディアに関する基礎知識について予習と復習をしておく（20時間）

学習到達目標 ディジタルメディアに関する知識と応用事例について理解し,専門的な説明ができるようになる事を目的とする。

達成度
評価基準

ICTの応用技術,情報メディアに対する基礎知識について理解し,応用事例や最新ディジタル技術について説明できる。

成績評価
方法

課題研究テーマに対する中間レポート20％　最終レポート30% プレゼンによる研究成果発表（中間報告+最終発表）50%

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書：授業内で指示する。
参 考 書：増補・改訂版「誰のためのデザイン？」D.A.ノーマン　新曜社　2015年

備考 質問、連絡等はLive Campus, 学内メールにて対応

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001361 科目コード: D6011219

科目名

メディア作曲法特論

担当教員 中川　善裕

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 月３
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

コンピュータの発達や電子的な音響機器によって，音楽制作者を取り巻く環境も大きく変化してきている。また音楽を発信するメディアも，近年，多様
な変化を見せている。ここではそれらの新しいツールやメディアによって音楽がどのように変貌してゆくのかをふまえた上で、新しいメディアと創作とい
う観点から教育研究する。

授業方針 適宜、基礎資料を配布し、ディスカッションを行いながら、課題となる作品を制作してゆくことになる  

学習内容

（授業
スケジュール）

院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題にたいする演習を行う。

第　１回　イントロダクション
第　２回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅰ）
第　３回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅱ）
第　４回　基礎実習（Ⅰ）
第　５回　基礎実習（Ⅱ）
第　６回　基礎実習（Ⅲ）
第　７回　基礎実習（Ⅳ）
第　８回　基礎実習（Ⅴ）
第　９回　課題実習（Ⅰ）
第１０回　課題実習（Ⅱ）
第１１回　課題実習（Ⅲ）
第１２回　課題実習（Ⅳ）
第１３回　課題実習（Ⅴ）
第１４回　課題実習（Ⅵ）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 ① 指定した教科書や参考書を事前に読み，専門用語の意味などを理解していること。(20時間)
② 授業終了時に示す課題を行うこと。(30時間)
③ 毎回授業の最初に前回授業内容に係る小テストを実施するので，復習をしておくこと。(10時間)

学習到達目標 コンピュータを活用して，魅力的な音楽コンテンツを作成できるようになる。

達成度
評価基準

学習した制作技術を用いて自分の個性を表現できたか。

成績評価
方法

期末提出作品80％、平常点20％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教員の指定による。

備考

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001359 科目コード: D6011217

科目名

映像情報特論

担当教員 檀上　誠

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 水３
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

映像制作のワークフローである、プリプロダクション・プロダクション・ポストプロダクションについて学習した後、個人作品制作に反映させることで知
識・技能の修得を確実にさせることを目的としている。

授業方針 優れた映像作品を創出するには，プロダクションワークに係わる各要素を熟知し、的確に実施することが重要である。そこで、映像制作における制作
プロセス，演出方法，制作技術，スケジュール管理といったワークフローについて，事例研究を通して必要とされる最新知識を習得する。ワークフロー
を踏まえつつ、実際に作品制作を行い知識の修得を確実なものとさせる。

学習内容

（授業
スケジュール）

学習内容（授業スケジュール）
第 1回　映像制作におけるワークフローの概要
第 2回　映画制作におけるワークフローについて
第 3回　アニメ制作におけるワークフローについて
第 4回　ゲーム制作におけるワークフローについて
第 5回　ミュージック制作におけるワークフローについて
第 6回　CM制作におけるワークフローについて
第 7回　個人作品の課題設定について
第 8回　プリプロダクション（企画、シナリオ、絵コンテを中心とした設計段階）
第 9回　プリプロダクションにおける進捗状況の確認、修正
第10回　プロダクション（制作設計、素材準備、環境の選定を中心とした準備段階）
第11回　プロダクションにおける進捗状況の確認、修正
第12回　ポストプロダクション（合成、編集、オーサリングを中心とした活用段階）
第13回　ポストプロダクション進捗状況の確認、修正
第14回　作品発表・プレゼンテーション
第15回　まとめ及び試験

準備学習 ・第2回～第6回までに関連する映像作品を鑑賞し、分析すること。（30時間）
・作品制作に関連する情報収集。（30時間）

学習到達目標 プロダクションワークについて理解を深め、実制作において知識と技能の重要性について把握すること

達成度
評価基準

１）映像制作のワークフローへの理解および提出作品における達成度（プリフロダクション・プロダクション・ポストプロダクションの3段階を
評価基準にする）
２）提出作品に関するクオリティおよびプレゼンテーション内容

成績評価
方法

提出作品及びプレゼンテーション80％、課題提出20％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１４条に定める。

教材 教 科 書:特に指定しない。
参 考 書:適宜紹介する。

備考

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001393 科目コード: D6012212

科目名

情報表現特別演習I

担当教員 森沢　幸博

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 水２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

本講義は,魅力あるUI/UXデザインを実現するために必要となる専門知識を俯瞰して理解することを目標とする。
また,授業を通じて,UIデザイン分野に応じた課題解決,アプローチ法を身につけることを目標とする。

授業方針 ディジタル技術を利用したコンテンツ制作に関する専門知識の修得を目指す。
感覚の拡張や複合現実感の創造,次世代のディジタルコンテンツ,サービスの可能性について考察するため,授業内で関連する専門資料を指定する。
また,毎授業時に研究分野に関する小レポートを指示する。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　研究テーマ概要説明
第　２回　研究テーマ選考　ディスカッション
第　３回　研究作品制作準備　先行事例研究
第　４回　研究作品制作(1) ハードウェアモデリング基礎
第　５回　研究作品制作(2) ハードウェアモデリング応用
第　６回　３DCG制作実習(1) マテリアル表現
第　７回　３DCG制作実習(2) 光源設定・陰影処理
第　８回　中間報告（プレゼンテーション形式）
第　９回　AR、MR技術の応用事例研究
第１０回　身体感覚とディジタル技術
第１１回　研究課題制作(1)（メディア・デザイン）
第１２回　研究課題制作(2)（Webメディア）
第１３回　研究課題制作(3)（映像メディア）
第１４回　研究成果発表　進捗報告
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 授業時に示すレポート課題について事前に調べ,専門用語の意味などについて理解する（10時間）
中間研究課題,最終レポート課題作成（30時間）
指定した映像作品やコンテンツについてまとめ,最新ディジタル技術の動向について予習と復習をしておく（20時間）

学習到達目標 修士制作発表に向けた課題制作,クリエイティブな活動に必要な知識と技術の習得を目指す。

達成度
評価基準

研究分野に関する専門知識と事例について理解し,自身の考えをもとに説明できる。
最新ディジタル技術を利用したコミュニケーションサービスについて理解し,専門知識について説明することができる。

成績評価
方法

研究テーマに対する中間レポート20％　最終レポート30% 研究成果発表（中間報告+最終発表）50%   

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書：「デザイン人間工学」山岡俊樹　共立出版　2014年
参 考 書：授業内で適時指定する。

備考 主体的な学習をこころがけ,自身で作品制作に必要な知識やスキルの習得を積極的に行ってください。

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001392 科目コード: D6012212

科目名

情報表現特別演習I

担当教員 檀上　誠

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 水３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

映像や音響などを用いたディジタル・コンテンツ制作について研究しつつ、コンピュータグラフィックスを用いた実制作を中心に作品制作を行う。まず、
実制作に向け最新のディジタル・コンテンツについて先行事例の調査を行いながらテーマを決定していく。テーマ決定後、必要とされる知識、技能、技
術を明確化した上で、制作スケジュールを立て、実制作に取り組む。テーマ実現に向けたシステム構築，作品制作を行うと共に，プレゼンテーション
及び討議を重ねていく。

授業方針 昨今、CGを用いたデザイン能力は産業界において多岐に渡り活用されている。CG作品を制作する上で必要とされる知識・技術を習得することだけに
傾倒すると他者との差別化が困難となるため、結果、デザイナーとしてのオリジナリティを築き上げることが出来なくなる。そこでCG制作のみに傾倒す
るのではなく、表現力を養うための指導も行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

＜学習内容＞
院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題を明確化しつつ演習を行う。

第　１回　研究テーマ及び前期制作スケジュールの作成
第　２回　先行事例の研究及びディスカッション
第　３回　先行事例の研究及びディスカッション、テーマ決定
第　４回　基礎演習（Ⅰ）モデリング
第　５回　基礎演習（Ⅱ）マテリアル、テクスチャ
第　６回　基礎演習（Ⅲ）アニメーション
第　７回　基礎演習（Ⅳ）レンダリング
第　８回　基礎演習（Ⅴ）、中間チェック及びプレゼンテーション
第　９回　個人作品制作（Ⅰ）モデリング
第１０回　個人作品制作（Ⅱ）マテリアル、テクスチャ
第１１回　個人作品制作（Ⅲ）アニメーション
第１２回　個人作品制作（Ⅳ）レンダリング
第１３回　個人作品制作（Ⅴ）映像編集
第１４回　作品発表及びプレゼンテーション（Ⅵ） 
第１５回　まとめおよび試験

準備学習 １．作品の世界観を構築するための資料収集（30時間）
２．作品制作に求められる知識・技能について事前に学習しておくこと（30時間）

学習到達目標 授業スケジュールの各項目で行われたことを理解する事

達成度
評価基準

作品における表現力、制作技術の習得、プレゼンテーションの内容

成績評価
方法

提出作品（７０％）、プレゼンテーションに関する評価（３０％）

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１４条に定める。

教材 担当教員の指定による

備考

クラス [02クラス]
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科目ID: 078700001391 科目コード: D6012212

科目名

情報表現特別演習I

担当教員 中川　善裕

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 金１
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

映像や音響などのマルチ・メディアによるディジタル・コンテンツ制作についてのテーマ設定を行うために，最新のディジタル・コンテンツについて，制
作意図，制作手法を調査・研究して，テーマに対するアプローチ方法を習得して，テーマに基づいたシステム構築，作品制作を行うと共に，その成果
について報告書としてまとめ，発表と討議を行う。

授業方針 ◆ 中川 善裕
近年，発達目覚しいコンピュータ等のディジタル機器の登場によって，音楽製作の様相は著しく変化してきた。五線譜と鉛筆と楽器と演奏者，そして録
音スタジオが一つのノートパソコンに収まるようになった時，単なる効率性の追求という意味合いだけでない何らかの音楽的な内容の変化の可能性を
も秘めているはずである。
それらの可能性に目を向けながら，新しい時代の音楽表現法の総合的研究を行う。本演習では，ディジタル・コンテンツ制作のテーマ設定と研究計画
作成のための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題にたいする演習を行う。

第　１回　イントロダクション
第　２回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅰ）
第　３回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅱ）
第　４回　基礎実習（Ⅰ）
第　５回　基礎実習（Ⅱ）
第　６回　基礎実習（Ⅲ）
第　７回　基礎実習（Ⅳ）
第　８回　基礎実習（Ⅴ）
第　９回　課題実習（Ⅰ）
第１０回　課題実習（Ⅱ）
第１１回　課題実習（Ⅲ）
第１２回　課題実習（Ⅳ）
第１３回　課題実習（Ⅴ）
第１４回　課題実習（Ⅵ） 
第１５回　まとめ及び試験 

準備学習 ① 指定した教科書や参考書を事前に読み，専門用語の意味などを理解していること。(20時間)
② 授業終了時に示す課題を行うこと。(30時間)
③ 毎回授業の最初に前回授業内容に係る小テストを実施するので，復習をしておくこと。(10時間)

学習到達目標 コンピュータを活用して，魅力的な音楽コンテンツを作成できるようになる。

達成度
評価基準

学習した制作上の技術を用いて、自分の個性を表現することができたか。 

成績評価
方法

評価方法  学期末の提出作品 80％,平常点　20％ 

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 担当教員の指定による。

備考

クラス [03クラス]
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科目ID: 078700001396 科目コード: D6012213

科目名

情報表現特別演習II

担当教員 森沢　幸博

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 水３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

人間工学に基づくUI/UX,インタフェースデザインに関する知識を身につけることを目標とする。
また,授業を通じてサービス提案,UX構築に必要な課題解決能力を身につける。

授業方針 デザイン人間工学に関する知識の修得を目指す。
毎授業時に研究分野に関する小レポートを指示する。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　研究テーマを設定し，研究の進捗状況に合わせて具体的な作品作成を行う。
第　２回　研究テーマ選考 論文輪講
第　３回　デザイン人間工学とプロダクトデザイン
第　４回　デザイン研究(1) デザインの意味性
第　５回　デザイン研究(2) ソーシャルデザイン
第　６回　デザイン研究(3) 感性デザイン
第　７回　デザイン研究(4) 安全デザイン
第　８回　中間研究報告　プレゼンテーション形式
第　９回　デザイン研究(5) サービスデザイン
第１０回　研究課題指導(1) UX評価　可視化
第１１回　研究課題指導(2) ユーザータスク分析
第１２回　研究課題指導(3) コンジョイント分析
第１３回　研究課題報告　制作指導
第１４回　研究課題発表　最終講評　質疑応答
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 授業時に示すレポート課題について事前に調べ,専門用語の意味などについて理解する（10時間）
中間研究課題,最終レポート課題作成（30時間）
指定した映像作品やコンテンツについてまとめ,最新ディジタル技術の動向について予習と復習をしておく（20時間）  

学習到達目標 修士制作発表に向けた課題制作能力,研究活動に必要な知識と技術の習得を目指す。

達成度
評価基準

研究分野に関する専門知識と事例について理解し,自身の考えをもとに説明できる。
最新ディジタル技術を利用したコミュニケーションサービスについて理解し,専門知識について説明することができる。

成績評価
方法

研究テーマに対する中間レポート20％　最終レポート30% 研究成果発表（中間報告+最終発表）50% 

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書：「デザイン人間工学」山岡俊樹　共立出版　2014年
参 考 書：授業内で適時指定する。

備考 主体的な学習を心がけ,自身で研究活動に必要な知識やスキルの習得を積極的に行ってください。

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001395 科目コード: D6012213

科目名

情報表現特別演習II

担当教員 檀上　誠

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 水４
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

映像や音響などを用いたディジタル・コンテンツ制作について研究しつつ、本演習ではコンピュータグラフィックスを用いた実制作を中心に作品制作を
行う。まず、前期に引き続き、学生が設定したテーマと関連のある先行事例及び作品について調査・分析を行いながら、研究及び作品制作を行って
いく。また、プレゼンテーション及び討議も重ねていく。

授業方針 昨今、CGを用いたデザイン能力は産業界において多岐に渡り活用されている。CG作品を制作する上で必要とされる知識・技術を習得することだけに
傾倒すると他者との差別化が困難となるため、結果、デザイナーとしてのオリジナリティを築き上げることが出来なくなる。そこでCG制作のみに傾倒す
るのではなく、表現力を養うための指導も行う。また、社会生活を意識し制作過程におけるスピード感覚も養っていく。

学習内容

（授業
スケジュール）

院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題を明確化しつつ演習を行う。

第　１回　研究テーマ及び後期制作スケジュールの作成
第　２回　先行事例の研究及びディスカッション
第　３回　先行事例の研究及びディスカッション、テーマ決定
第　４回　基礎演習（Ⅰ）モデリング
第　５回　基礎演習（Ⅱ）マテリアル、テクスチャ
第　６回　基礎演習（Ⅲ）アニメーション
第　７回　基礎演習（Ⅳ）レンダリング
第　８回　基礎演習（Ⅴ）、中間チェック及びプレゼンテーション
第　９回　個人作品制作（Ⅰ）モデリング
第１０回　個人作品制作（Ⅱ）マテリアル、テクスチャ
第１１回　個人作品制作（Ⅲ）アニメーション
第１２回　個人作品制作（Ⅳ）レンダリング
第１３回　個人作品制作（Ⅴ）映像編集
第１４回　作品発表及びプレゼンテーション
第１５回　まとめおよび試験

準備学習 １．作品の世界観を構築するための資料収集（30時間）
２．作品制作に求められる知識・技能について事前に学習しておくこと（30時間）

学習到達目標 授業スケジュールの各項目で行われたことを理解する事

達成度
評価基準

作品における表現力、制作技術の習得、プレゼンテーションの内容  

成績評価
方法

提出作品（７０％）、プレゼンテーションに関する評価（３０％）

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１４条に定める。

教材 担当教員の指定による。

備考

クラス [02クラス]
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科目ID: 078700001394 科目コード: D6012213

科目名

情報表現特別演習II

担当教員 中川　善裕

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 金１
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

映像や音響などのマルチ・メディアによるディジタル・コンテンツ制作についての研究内容や作品内容を充実させるために，学生が設定したテーマと関
連が深い研究成果や作品について，その制作の方向性や制作技法について調査・研究する。その結果に基づいて学生が設定したテーマに関する研
究や作品制作を実施して，その成果について発表と討議を行う。

授業方針 ◆ 中川　善裕
近年，発達目覚しいコンピュータ等のディジタル機器の登場によって，音楽製作の様相は著しく変化してきた。五線譜と鉛筆と楽器と演奏者，そして録
音スタジオが一つのノートパソコンに収まるようになった時，単なる効率性の追求という意味合いだけでない何らかの音楽的な内容の変化の可能性を
も秘めているはずである。
それらの可能性に目を向けながら，新しい時代の音楽表現法の総合的研究を行う。本演習では，ディジタル・コンテンツ制作のテーマ設定と研究計画
作成のための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題にたいする演習を行う。

第　１回　イントロダクション
第　２回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅰ）
第　３回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅱ）
第　４回　基礎実習（Ⅰ）
第　５回　基礎実習（Ⅱ）
第　６回　基礎実習（Ⅲ）
第　７回　基礎実習（Ⅳ）
第　８回　基礎実習（Ⅴ）
第　９回　課題実習（Ⅰ）
第１０回　課題実習（Ⅱ）
第１１回　課題実習（Ⅲ）
第１２回　課題実習（Ⅳ）
第１３回　課題実習（Ⅴ）
第１４回　課題実習（Ⅵ）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 ① 指定した教科書や参考書を事前に読み，専門用語の意味などを理解していること。(20時間)
② 授業終了時に示す課題を行うこと。(30時間)
③ 毎回授業の最初に前回授業内容に係る小テストを実施するので，復習をしておくこと。(10時間)

学習到達目標 コンピュータを活用して，魅力的な音楽コンテンツを作成できるようになる。

達成度
評価基準

学習した制作上の技術を用いて、自分の個性を表現することができたか。 

成績評価
方法

学期末の提出作品 80％,平常点　20％  

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 担当教員の指定による。

備考

クラス [03クラス]
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科目ID: 078700001399 科目コード: D6012214

科目名

情報表現特別演習III

担当教員 森沢　幸博

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 水３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

人間工学に基づくUI/UX,インタフェースデザインに関する知識を身につけることを目標とする。
また,研究成果の新規性や創造性などについても検討し,最終的な研究成果を完成をまとめて発表する。

授業方針 インターネットを利用したサービスデザインの特性を理解するため,難易度の高い技術を盛り込んだ研究制作を積極的に行う。学習理解の進度に応じ
て,より高度なUI/UXデザインについて指導を行う。毎授業時に小レポート課題の指示をする。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　研究活動報告
第　２回　研究調査(1) ユーザーリサーチ
第　３回　研究調査(2) ユーザビリティ評価
第　４回　研究作品準備(1) 構造化デザインコンセプト
第　５回　研究作品準備(2) ユニバーサルデザイン
第　６回　研究作品準備(3) メンタルモデル
第　７回　研究作品準備(4) プロトタイプ制作
第　８回　中間報告会（プレゼンテーション形式）
第　９回　研究課題指導(1) 情報コミュニケーションと次世代通信技術
第１０回　研究課題指導(2) UIデザインプロセス
第１１回　研究課題指導(1) 研究論文指導
第１２回　研究課題指導(2) 研究論文報告
第１３回　研究課題指導(3) 研究論文
第１４回　研究成果発表、最終講評、質疑応答
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 授業時に示すレポート課題について事前に調べ,専門用語の意味などについて理解する（10時間）
中間研究課題,最終レポート課題作成（30時間）
指定した映像作品やコンテンツについてまとめ,最新ディジタル技術の動向について予習と復習をしておく（20時間）  

学習到達目標 専門的なデザイン表現,ディジタルコンテンツの制作手法を理解をして,オリジナル作品の制作ができるようになる。

達成度
評価基準

研究分野に関する専門知識と事例について理解し,自身の考えをもとに説明できる。
最新ディジタル技術を利用したコミュニケーションサービスについて理解し,専門知識について説明することができる。

成績評価
方法

研究テーマに対する中間レポート20％　最終レポート30% 研究成果発表（中間報告+最終発表）50% 

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書：授業内で指示　Live Campusより教材資料を提供
参 考 書：研究課題の制作状況に応じて指定

備考 主体的な学習を心がけ,自身で研究活動に必要な知識やスキルの習得を積極的に行ってください。 

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001398 科目コード: D6012214

科目名

情報表現特別演習III

担当教員 檀上　誠

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 月３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

本演習では、卒業研究を念頭にディジタル・コンテンツについて調査研究を行いつつ、CGを用いた実制作活動を行う。まず、実制作に向け関連のあ
る最新のディジタル・コンテンツについて先行事例の調査を行いながらテーマを決定していく。テーマ決定後、必要とされる知識、技能、技術を明確化
した上で、制作スケジュールを立て、実制作に取り組む。また、テーマ実現に向けた作品制作を行うと共に討議を重ね、プレゼンテーションにて思考を
体系化させる。 

授業方針 昨今、CGを用いたデザイン能力は産業界において多岐に渡り活用されている。CG作品を制作する上で必要とされる知識・技術を習得することだけに
傾倒すると他者との差別化が困難となるため、結果、デザイナーとしてのオリジナリティを築き上げることが出来なくなる。そこでCG制作のみに傾倒す
るのではなく、表現力を養うための指導も行う。  
また、研究や作品制作に対するスピード感覚を高めつつ、毎回行う討議や中間・最終プレゼンテーションを通じイメージのみならず文字を用いた思考
の体系化を強化する。

学習内容

（授業
スケジュール）

＜学習内容＞
院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題を明確化しつつ演習を行う。

第　１回　研究テーマ及び前期制作スケジュールの作成
第　２回　先行事例の研究及びディスカッション
第　３回　先行事例の研究及びディスカッション
（卒業研究の方向性を決定し、必要とされる課題内容を明確化する）
第　４回　課題演習（Ⅰ）モデリング
第　５回　課題演習（Ⅱ）マテリアル、テクスチャ
第　６回　課題演習（Ⅲ）アニメーション
第　７回　課題演習（Ⅳ）レンダリング
第　８回　課題演習（Ⅴ）、中間チェック及びプレゼンテーション（卒業研究の内容を具体化させる）
第　９回　個人作品制作（Ⅰ）モデリング
第１０回　個人作品制作（Ⅱ）マテリアル、テクスチャ
第１１回　個人作品制作（Ⅲ）アニメーション
第１２回　個人作品制作（Ⅳ）レンダリング
第１３回　個人作品制作（Ⅴ）映像編集
第１４回　作品発表及びプレゼンテーション　
第１５回　まとめおよび試験

準備学習 １．作品の世界観を構築するための資料収集（30時間）
２．作品制作に求められる知識・技能について事前に学習しておくこと（30時間）

学習到達目標 授業スケジュールの各項目で行われたことを理解する事

達成度
評価基準

作品における表現力、制作技術の習得、口頭発表の内容

成績評価
方法

提出作品（80％）、口頭発表の内容（20％）

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１４条に定める。

教材 担当教員の指定による。

備考

クラス [02クラス]
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科目ID: 078700001397 科目コード: D6012214

科目名

情報表現特別演習III

担当教員 中川　善裕

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 金２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

映像や音響などのマルチ・メディアによるディジタル・コンテンツ制作についての研究内容や作品内容を充実させるために，学生が設定したテーマと関
連が深い研究成果や作品について，その制作の方向性や制作技法について調査・研究する。その結果に基づいて学生が設定したテーマに関する研
究や作品制作を実施して，その成果について発表と討議を行う。

授業方針 ◆ 中川　善裕
近年，発達目覚しいコンピュータ等のディジタル機器の登場によって，音楽製作の様相は著しく変化してきた。五線譜と鉛筆と楽器と演奏者，そして録
音スタジオが一つのノートパソコンに収まるようになった時，単なる効率性の追求という意味合いだけでない何らかの音楽的な内容の変化の可能性を
も秘めているはずである。
それらの可能性に目を向けながら，新しい時代の音楽表現法の総合的研究を行う。本演習では，ディジタル・コンテンツ制作のテーマ設定と研究計画
作成のための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題にたいする演習を行う。

第　１回　イントロダクション
第　２回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅰ）
第　３回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅱ）
第　４回　基礎実習（Ⅰ）
第　５回　基礎実習（Ⅱ）
第　６回　基礎実習（Ⅲ）
第　７回　基礎実習（Ⅳ）
第　８回　基礎実習（Ⅴ）
第　９回　課題実習（Ⅰ）
第１０回　課題実習（Ⅱ）
第１１回　課題実習（Ⅲ）
第１２回　課題実習（Ⅳ）
第１３回　課題実習（Ⅴ）
第１４回　課題実習（Ⅵ）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 ① 指定した教科書や参考書を事前に読み，専門用語の意味などを理解していること。(20時間)
② 授業終了時に示す課題を行うこと。(30時間)
③ 毎回授業の最初に前回授業内容に係る小テストを実施するので，復習をしておくこと。(10時間)

学習到達目標 コンピュータを活用して，魅力的な音楽コンテンツを作成できるようになる。

達成度
評価基準

学習した制作上の技術を用いて、自分の個性を表現することができたか。

成績評価
方法

学期末の提出作品 80％,平常点　20％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 担当教員の指定による。

備考

クラス [03クラス]

成

績

評

価

基

準

54

55



科目ID: 078700001402 科目コード: D6012215

科目名

情報表現特別演習Ⅳ

担当教員 森沢　幸博

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 水４
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

前期に引き続き,修士最終審査に向けたディジタル・コンテンツに関する研究制作を行う。
研究成果の新規性や創造性について検討し,研究成果をまとめた論文指導,最終審査に向けたプレゼンテーションの指導を行う。

授業方針 コンピュータを利用した創造的なコンテンツの特性を理解するため,難易度の高いUI/UXデザイン提案を含む研究課題について指導を行い,ユーザー
の特性に応じたデザイン力の修得を目標とする。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　設定した研究テーマの意図を確認し、技術的/内面的な問題点を討論する
第　２回　研究課題検討　報告会
第　３回　研究課題指導(1) コンセプトメイキング
第　４回　研究課題指導(2) デザインパターン検証・考察
第　５回　研究課題指導(3) 行為のインタフェースデザイン
第　６回　研究課題指導(4) ニューメディア表現
第　７回　研究課題指導(5) メディア芸術とインタフェース
第　８回　中間報告会　ディスカッション
第　９回　研究論文指導(1) 利用文脈の多重性と構造理解
第１０回　研究論文指導(2) プロセスの実践と簡易化
第１１回　研究論文指導(3) サービスシステム評価
第１２回　研究発表準備(1) プレゼンテーション指導　
第１３回　研究発表準備(2) 最終発表指導
第１４回　研究発表報告　質疑応答
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 授業時に示すレポート課題について事前に調べ,専門用語の意味などについて理解する（10時間）
中間研究課題,最終レポート課題作成（30時間）
指定した映像作品やコンテンツについてまとめ,最新ディジタル技術の動向について予習と復習をしておく（20時間）  

学習到達目標 人間工学に基づくUI/UXデザインの応用知識を身につけ,研究テーマに応じたデザインやサービス提案ができるようになる。

達成度
評価基準

研究分野に関する専門知識と事例について理解し,自身の考えをもとに説明できる。
最新ディジタル技術を利用したコミュニケーションサービスについて理解し,専門知識について説明することができる。

成績評価
方法

研究テーマに対する中間レポート20％　最終レポート30% 研究成果発表（中間報告+最終発表）50% 

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書：授業内で指示　Live Campusより教材資料を提供
参 考 書：研究課題の制作状況に応じて指定

備考 主体的な学習を心がけ,自身で研究活動に必要な知識やスキルの習得を積極的に行ってください。 
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科目ID: 078700001401 科目コード: D6012215

科目名

情報表現特別演習Ⅳ

担当教員 檀上　誠

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 月３
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

本演習では、卒業研究を念頭に置き、自身の研究に関連のあるディジタル・コンテンツについて調査研究を行いつつ、CGを用いた実制作活動を行
う。前期に引き続き、関連のある最新のディジタル・コンテンツについて先行事例の調査を行いつつ、必要とされる知識、技能、技術を明確化した上
で、制作スケジュールを立て、実制作に取り組む。また、テーマ実現に向けた作品制作を行うと共に討議を重ね、プレゼンテーションにて思考を体系
化させる。  

授業方針 昨今、CGを用いたデザイン能力は産業界において多岐に渡り活用されている。CG作品を制作する上で必要とされる知識・技術を習得することだけに
傾倒すると他者との差別化が困難となるため、結果、デザイナーとしてのオリジナリティを築き上げることが出来なくなる。そこでCG制作のみに傾倒す
るのではなく、表現力を養うための指導も行う。  
また、研究や作品制作に対するスピード感覚を高めつつ、毎回行う討議や中間・最終プレゼンテーションを通じイメージのみならず文字を用いた思考
の体系化を強化する。

学習内容

（授業
スケジュール）

＜学習内容＞
院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題を明確化しつつ演習を行う。

第　１回　研究テーマ及び後期制作スケジュールの作成
第　２回　先行事例の研究及びディスカッション
第　３回　先行事例の研究及びディスカッション
（前期の進捗状況を踏まえ、卒業研究に必要とされる課題内容を明確化する）
第　４回　課題演習（Ⅰ）モデリング
第　５回　課題演習（Ⅱ）マテリアル、テクスチャ
第　６回　課題演習（Ⅲ）アニメーション
第　７回　課題演習（Ⅳ）レンダリング
第　８回　課題演習（Ⅴ）、中間チェック及びプレゼンテーション
第　９回　個人作品制作、論文指導（Ⅰ）モデリング
第１０回　個人作品制作、論文指導（Ⅱ）マテリアル、テクスチャ
第１１回　個人作品制作、論文指導（Ⅲ）アニメーション
第１２回　個人作品制作、論文指導（Ⅳ）レンダリング
第１３回　個人作品制作、論文指導（Ⅴ）映像編集
第１４回　作品発表及びプレゼンテーション
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 １．作品の世界観を構築するための資料収集（30時間）
２．作品制作に求められる知識・技能について事前に学習しておくこと（30時間）

学習到達目標 授業スケジュールの各項目で行われたことを理解する事 

達成度
評価基準

作品における表現力、制作技術の習得、口頭発表の内容

成績評価
方法

提出作品（80％）、口頭発表の内容（20％）

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１４条に定める。

教材 担当教員の指定による。

備考

クラス [02クラス]
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科目ID: 078700001400 科目コード: D6012215

科目名

情報表現特別演習Ⅳ

担当教員 中川　善裕

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 金２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

映像や音響などのマルチ・メディアによるディジタル・コンテンツ制作についての研究内容や作品内容を充実させるために，学生が設定したテーマと関
連が深い研究成果や作品について，その制作の方向性や制作技法について調査・研究する。その結果に基づいて学生が設定したテーマに関する研
究や作品制作を実施して，その成果について発表と討議を行う。

授業方針 ◆ 中川　善裕
近年，発達目覚しいコンピュータ等のディジタル機器の登場によって，音楽製作の様相は著しく変化してきた。五線譜と鉛筆と楽器と演奏者，そして録
音スタジオが一つのノートパソコンに収まるようになった時，単なる効率性の追求という意味合いだけでない何らかの音楽的な内容の変化の可能性を
も秘めているはずである。
それらの可能性に目を向けながら，新しい時代の音楽表現法の総合的研究を行う。本演習では，ディジタル・コンテンツ制作のテーマ設定と研究計画
作成のための指導を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

院生の研究テーマおよび研究の進捗に合わせ，適宜課題にたいする演習を行う。

第　１回　イントロダクション
第　２回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅰ）
第　３回　基礎テキスト輪読と音源試聴（Ⅱ）
第　４回　基礎実習（Ⅰ）
第　５回　基礎実習（Ⅱ）
第　６回　基礎実習（Ⅲ）
第　７回　基礎実習（Ⅳ）
第　８回　基礎実習（Ⅴ）
第　９回　課題実習（Ⅰ）
第１０回　課題実習（Ⅱ）
第１１回　課題実習（Ⅲ）
第１２回　課題実習（Ⅳ）
第１３回　課題実習（Ⅴ）
第１４回　課題実習（Ⅵ）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 ① 指定した教科書や参考書を事前に読み，専門用語の意味などを理解していること。(20時間)
② 授業終了時に示す課題を行うこと。(30時間)
③ 毎回授業の最初に前回授業内容に係る小テストを実施するので，復習をしておくこと。(10時間)

学習到達目標 コンピュータを活用して，魅力的な音楽コンテンツを作成できるようになる。

達成度
評価基準

学習した制作上の技術を用いて、自分の個性を表現することができたか。 

成績評価
方法

学期末の提出作品 80％,平常点　20％  

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 担当教員の指定による。

備考

クラス [03クラス]
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科目ID: 078700008708 科目コード: D6021233

科目名

家族関係・集団・地域社会における心理支援

担当教員 袰岩　秀章

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 月２
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

　心を取り巻く環境は複雑化し，われわれが取り組む問題も，個人面接だけでは解決が困難な事態が増えてきている。このような事態を打開するため
に展開されてきた技法として、家族や集団、地域への働きかけの技法がある。これらは大別すると、言語の媒介を中心とするものと，活動や非言語的
表現を用いるものとがある。

授業方針 　この授業では，これらの技法全般について知ると共に，特に集団に関して比較的安全な技法とされる構成的技法を実習すること，および現場でのグ
ループ・アプローチ(集団精神療法)の実践を知ることを目的とする。

学習内容

（授業
スケジュール）

　講義による技法理解では、各種技法とその背景となる理論について学ぶ。また各技法の論文を呼んで発表する。
　実習では現場での実際を知ることに努める。機会があれば実地に参加することになろう。今までの実績では、総合精神病院、地域精神
保健拠点・クリニックなどの見学実習、芸術療法・マインドフルネス・体験グループの体験実習を行っている。

第1回　家族、集団、地域の理論　精神分析
第2回　　　　　　　　　　　　　認知心理学
第3回　　　　　　　　　　　　　人間性心理学
第4回　家族、集団、地域の技法　入院
第5回　　　　　　　　　　　　　デイケア
第6回　　　　　　　　　　　　　教育領域
第7回　　　　　　　　　　　　　司法・矯正領域
第8回　　　　　　　　　　　　　発達領域
第9回～第15回　見学・体験実習

準備学習 この領域に関する問題意識を整理しておくこと。

学習到達目標 各技法の全体像を知るとともに、自分の取り組み方について考える。

達成度
評価基準

論文を読んでどれくらい理解できるか、また見学での自分の体験をどの程度言語化できるか

成績評価
方法

レポート50%、討議など授業への参加状況50%。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 追って通知する。
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科目ID: 078700001407 科目コード: D6021115

科目名

学習心理学特論

担当教員 藤田　勉

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 金３
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

①アメリカの学習心理学者スキナー（Skinner, B.F.）を創始者とする行動分析学の理論と技法を学ぶ。行動分析学の知見を利用し，自分の行動をより
望ましい方向に変容させる具体的な手続きを考える（じぶん実験の実施）。
②記憶術の修得をめざし，その学習過程を観察・検討する。

授業方針 原則的には講義形式で進められるが，実際の実験場面や行動変容の過程等については視聴覚教材を活用して受講生に提示する。また，授業の中
で関連文献の講読をする。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　　キック・オフ（授業のガイドライン，行動とは，行動分析学とは）
第２回 ～ 第４回　　Ⅰ．行動変容の基礎（学習とは，学習心理学とは，行動の種類，2つの条件づけ：レスポンデント条件づけとオペラン
ト条件づけ）
第５回 ～ 第７回　　Ⅱ．行動変容技法の日常への応用（じぶん実験の方法と注意点）
第８回　　Ⅲ．記憶①（記憶とは，記憶の過程，記憶の検査法など）
第９回　　記憶②（記憶の諸現象，記憶の変容，ヒトはなぜ忘れるのか：忘却の理論他）
第10回　　記憶③（記憶術とは，代表的な記憶術）
第11回　　記憶④（記憶術の演習） 
第12回　　Ⅳ．じぶん実験の経過報告①，記憶術の学習過程の確認①
第13回　　じぶん実験の経過報告②，記憶術の学習過程の確認②
第14回　　じぶん実験の経過報告③，記憶術の学習過程の確認③
第15回　 レポートの作成

準備学習 ① 指定した教科書，授業中に配布するプリント類，参考文献等を事前に読んでおくこと。(20時間)
② オペラント条件づけを利用し，実際に行動を変容させる実験を行う。（20時間）
③ 記憶術修得のために必要な準備・練習をすること。(20時間)

学習到達目標 ○オペラント条件づけの手続きについて知り，それを応用できるようになる。
○学習心理学（行動分析学）の視点でヒトや動物の行動を考えることができるようになる。
○他者および自分の行動をより望ましい方向に変容させる手続きについて，合理的・具体的に思考できるようになる。
○記憶術の修得。

達成度
評価基準

○オペラント条件づけの手続きを正確に理解し，他者あるいは自分の行動を望ましい方向に変容させることができるか（課題発表の内容
で評価）。
○記憶術をどの程度修得できたか（記憶力テストの想起率で評価）。
○学習心理学の考え方を正確に理解できているか（レポートの内容で評価）。

成績評価
方法

課題発表30％，記憶術の修得状況30％，レポート40％で総点を求め評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 テキスト：藤田勉・藤田直子（2019)　「新版行動科学序説（新版5刷）」　世音社
参考図書：藤田勉（2012）　「ふじたつとむの子育て・保育虎の巻《行動編》」ほおずき書籍
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科目ID: 078700008706 科目コード: D6021232

科目名

教育分野に関する理論と支援の展開

担当教員 袰岩　秀章

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 火１
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

学校現場では，いじめや不登校，あるいは発達障害に関する問題など多種多様な問題が，小・中・高から大学にまで拡がっている。支援者は，このよ
うな問題に対して迅速に対応することが求められている。この授業では，学校現場において生じている様々な問題の背景や理論について学び，学校
現場が抱える問題を理解することを目指す。

授業方針 また，児童・生徒が抱える問題だけではなく児童・生徒を支える教師や保護者，関係機関などとの連携についても，事例等を通して学び，これらの問
題への，実践的な臨床心理学的アプローチを身につけることを目指す。その中で，これまでに身につけてきた臨床心理学的に関する知識や技術を，
学校現場においてどのように活用することができるか，学部生の話し合いのリーダを務めることを通して取り組む。そのため授業は学部生の学校臨
床心理学への参加と個別指導が中心となる。

学習内容

（授業
スケジュール）

第一回　学校現場における問題
第二回　テーマに沿った話し合い　居場所
第三回　テーマ学習　居場所
第四回　教育におけるカウンセリング
第五回　テーマに沿った話し合い
第六回　テーマ学習　教育におけるカウンセリング
第七回　発達におけるカウンセリング
第八回　テーマに沿った話し合い　発達カウンセリング
第九回　テーマ学習　発達におけるカウンセリング
第十回　学校における心理技法
第十一回　テーマに沿った話し合い　学校における心理技法
第十二回　テーマ学習　学校における心理技法
第十三回　コラボレーション
第十四回　テーマに沿った話し合い　コラボレーション
第十五回　まとめおよび試験

準備学習 この領域における自分の問題意識を整理しておくこと。

学習到達目標 話し合いをうまく進めることとそのプロセスをまとめること

達成度
評価基準

リーダーとして気づいたことを表現できるか、メンバーの意見を十分に聞けるようになったか

成績評価
方法

レポート50%、グループリーダーなど授業への参加状況50%。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 別途通知する。
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科目ID: 078700008707 科目コード: D6021229

科目名

産業・労働分野に関する理論と支援の展開

担当教員 村中　昌紀

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 月１
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

 産業・労働分野は公認心理師の活躍が期待される領域のひとるである。この講義では産業・労働分野に関する基本的な理論や制度の学習や、この
分野における今日的なトピックスに関する事例について検討を行い、支援の内容や方針について実践的に学ぶことを目標とする。  
【実務経験」】この科目は企業内における臨床経験に基づいて行う科目である。

授業方針 当科目では、現場対応力を養成するため多くの臨床事例に触れながら実践的に学んでいく。各テーマに沿って議論を行うほか，産業労働領域におけ
るメンタルヘルス研修のロールプレイを行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回　オリエンテーション
第2回   産業・労働分野に関する基本事項 ①  会社組織とメンタルヘルスを担う人々
第3回   産業・労働分野に関する基本事項 ②  法律・制度
第4回   産業・労働分野に関する基本事項 ③  安全配慮義務、4つのケア、3つの予防
第5回   産業・労働分野に関する基本事項 ④  ストレスチェックと職場環境改善
第6回   産業・労働分野における支援の実際 ①  うつ病・適応障害
第7回   産業・労働分野における支援の実際 ②  発達障害
第8回   産業・労働分野における支援の実際 ③  職場復帰支援
第9回   産業・労働分野における支援の実際 ④  ハラスメントへの相談対応
第10回   産業・労働分野における支援の実際 ⑤  コンサルテーション
第11回   産業・労働分野における支援の実際 ⑥ 　キャリア発達
第12回   産業・労働分野における支援の実際 ⑦  教育研修
第13回   産業・労働分野における支援の実際 ⑧  情報提供
第14回   産業・労働分野における支援の実際 ⑨  心理教育
第15回   まとめ

準備学習 1.  教科書や適宜指示する資料を精読し、知識・理解を深めること。（30時間）
2.  様々な文献、資料にあたって事前課題のミニレポート及び最終レポートを作成すること。（30時間）

学習到達目標 1.  職場における問題に対して必要な心理的支援及びその方法について理解し、説明できる。
2.  組織における人の行動、心理について概説できる。

達成度
評価基準

1.  産業・労働分野に関する基本事項を理解し、説明できるか。
2.  産業・労働分野における支援の実際を理解し、説明できるか。

成績評価
方法

毎回の討論への参加度と授業内における発表50%、最終レポート50%で評価する。

成績評価 埼玉工業大学人間社会学部規程第14条に定める。  (人間社会研究科の場合は　　埼玉工業大学人間社会研究科規程第15条に定め
る。)

教材 教科書：なし
参考図書：新田泰生（編）　産業・組織心理学　公認心理師の基礎と実践２０　遠見書房
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科目ID: 078700008703 科目コード: D6021226

科目名

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

担当教員 鈴木　明人

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 金３
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

犯罪心理学の基礎的知識・理論に基づき、各種犯罪・非行の発生要因や機制、犯罪者・非行少年に対する心理査定や処遇における課題、現在の社
会に求められる犯罪対策等について検討・考察し、専門的知見を養う。

授業方針 犯罪・非行心理に関する主要なテーマについて、関連する文献を読解し、研究討議を行う。受講生は指定された回のテーマに関する文献を調査して
発表し、担当教員による助言や解説等を参考にしつつ全員で研究討議を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

各回の授業は、以下のテーマに基づき、指定された受講生が関連する文献を調査して発表した後、全員で研究討議を行う。
第　１回   犯罪・非行の定義及び研究方法　
第　２回   犯罪・非行研究の基礎理論
第　３回   犯罪行動理解のための心理学的アプローチ
第　４回   対人暴力被害が及ぼす影響
第　５回   基本法と司法制度の概要
第　６回　 捜査・裁判　　
第　７回   矯正施設の処遇
第　８回   更生保護・医療観察法制度
第　９回   被害者支援
第１０回   司法・犯罪の心理臨床の基礎 
第１１回   犯罪者・非行少年のアセスメント
第１２回　 グループ・アプローチ
第１３回   認知行動療法・自助グループ
第１４回 トラウマインフォームドケア・コミュニティ復帰
第１５回   まとめ及びレポート作成

準備学習 ①毎回、次回の授業のテーマ及び使用文献の指定を行うので、事前に文献等を読解しテーマに関する意見をまとめておくこと。(20時間)
②発表者に指定された受講生は、文献等を十分に調査しレジュメ作成等の発表準備を行うこと。(20時間)
③期末時期に課題レポートを作成すること。(20時間)

学習到達目標 犯罪心理学の基礎的知識・理論に基づき、各種犯罪・非行の発生要因や機制、犯罪者・非行少年に対する心理査定や処遇における課
題、現在の社会に求められる犯罪対策等について考察し、意見を述べることができる。

達成度
評価基準

犯罪心理学の基礎的知識・理論に基づき、各種犯罪・非行の発生要因や機制、犯罪者・非行少年に対する心理査定や処遇における課
題、現在の社会に求められる犯罪対策等について考察し、意見を述べることができるか。

成績評価
方法

担当回の発表内容40%、討議参加態度30%、レポート30%。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教科書として「司法・犯罪心理学　藤岡淳子編　有斐閣ブックス」（有斐閣、2020）を指定する。それに加えて、適時、資料を配布する。
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科目ID: 078700003748 科目コード: D6022121

科目名

思春期・青年期カウンセリング特論

担当教員 袰岩　秀章

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 火５
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

思春期・青年期は子どもから大人へと変わる人格形成の大きなノーダルポイントである。そこで出会う多くのものが、その後のわれわれの人生に大き
な影響を与える。この授業では、この時期の成長への心理的支援として、どのような考え方が重要であり、どのような関わり方が有効であるのかを学
ぶ。

授業方針 講義、論文講読、実習から学ぶことを目指す。

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回　思春期・青年期カウンセリングとは何か
第2回　論文講読 思春期・青年期カウンセリングの実際　１
第3回　論文講読 思春期・青年期カウンセリングの実際　２　
第4回　事例講読 思春期・青年期カウンセリングの実際　３　
第5回　思春期・青年期カウンセリングの諸問題　ピア
第6回　思春期・青年期カウンセリングの諸問題　発達
第7回　思春期・青年期カウンセリングの諸問題　学校
第8回　思春期・青年期カウンセリングの病理　１
第9回　思春期・青年期カウンセリングの病理　２
第10回　思春期・青年期カウンセリングの病理　３
第11回　思春期・青年期カウンセリングの病理　４
第12回　思春期・青年期カウンセリングの病理　５
第13回　思春期・青年期カウンセリングとは何か　再考　１
第14回　思春期・青年期カウンセリングとは何か　再考　２
第15回　まとめ

スケジュールは変動することがある。

準備学習 1)論文を事前に読んでおく。
2）実習の下調べをする。
3）報告資料の作成

学習到達目標 1）思春期・青年期心性の理解
2）思春期・青年期のクライアントにカウンセリングの目的を説明できるようになる。
3）思春期・青年期カウンセリングの諸問題、病理の理解。

達成度
評価基準

授業やレポート、個別指導において、上記の学習目標をどの程度満たしているか

成績評価
方法

実習への参加と指導（50％）、指定された事例の報告とレポート（50％）

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 別途通知する。
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科目ID: 078700001437 科目コード: D7000002

科目名

視覚情報処理心理学特別演習

担当教員 大塚　聡子

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 金２
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

視覚情報処理機構の解明に関する研究動向と研究手法についての理解を深めるため，最近の重要な英文論文を輪読する。対象論文の理論的背景
を理解した上で，主張と実験・研究手法の整合性，データ解釈の妥当性，および結論の導出論理などについて検討し，さらに，適切な発展的研究計
画に関する討論を行う。

授業方針 心理学と脳科学，情報科学にわたる学際領域としての視覚情報処理について，最新の研究成果を知り，発展的な問題設定をする能力が身につくよう
教育指導を行う。 

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　生理学的基礎―眼光学系
第 2回　生理学的基礎―脳神経系
第 3回　心理物理学―理論
第 4回　心理物理学―手法
第 5回　空間特性
第 6回　時間特性
第 7回　モジュール―形状・色
第 8回　モジュール―奥行き・運動
第 9回　視覚的注意
第10回　眼球運動
第11回　高次過程
第12回　発達
第13回　障害
第14回　他感覚との相互作用
第15回　まとめ及び試験

準備学習 指定された資料を事前に熟読し，発表・討論の準備をしておくこと。（30時間）
授業内容のまとめに基づき復習をしておくこと。（10時間）
授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。（20時間） 

学習到達目標 英文論文を読解し，その内容を他者に説明し，さらに内容についての討論を行うことができるようになる。
視覚情報処理に関する最近の研究動向を知る。

達成度
評価基準

英文学術論文を的確に読解したか。
論文の内容について適切に説明できたか。
内容に関する討論に積極的に参加したか。

成績評価
方法

討論への寄与の状況を50%、課題への取り組み状況を50%として評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書：授業中に指示する。
参 考 書：授業中に適宜紹介する。

備考
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科目ID: 078700001436 科目コード: D7000001

科目名

視覚情報処理心理学特論

担当教員 大塚　聡子

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 金２
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

視覚情報処理機構を心理学的に研究するうえで必要となる基礎的知識を獲得するための講義を行う。具体的には，感覚受容から知覚・認知という各
段階について，これまで開発されてきた研究手法，明らかにされてきた事実，および構築されてきたモデルを学ぶ。それぞれの話題については，心理
学的手法に限らず，医学，脳科学，情報工学など多岐にわたるアプローチに基づくものも扱う。これにより視覚研究を発展的に進めていけるよう教育
研究を行う。

授業方針 事前に各回の授業にて講読する文献を指定する。授業ではその文献内容について担当教員が説明を加えた後に，受講生を交えて批判的に討論す
る。また，当該テーマについて新しい問題点を見つけ出し，それを検証する方法を検討するトレーニングを行う。  

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　生理学的基礎―眼光学系
第 2回　生理学的基礎―脳神経系
第 3回　心理物理学―理論
第 4回　心理物理学―手法
第 5回　空間特性
第 6回　時間特性
第 7回　モジュール―形状・色
第 8回　モジュール―奥行き・運動
第 9回　視覚的注意
第10回　眼球運動
第11回　高次過程
第12回　発達
第13回　障害
第14回　他感覚との相互作用
第15回　まとめ及び試験

準備学習 指定された資料を事前に熟読し，発表・討論の準備をしておくこと。（30時間）
授業内容のまとめに基づき復習をしておくこと。（10時間）
授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。（20時間）   

学習到達目標 視覚情報処理機構に関する専門的な知識を身につける。
視知覚研究を進めるための多角的な視野をもつ。

達成度
評価基準

視覚情報処理に関する知識を習得したか。
討論に積極的に参加したか。

成績評価
方法

討論への寄与の状況を50%、課題への取り組み状況を50%として評価する。 

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書：授業中に指示する。
参 考 書：授業中に適宜紹介する。

備考
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科目ID: 078700001410 科目コード: D6021118

科目名

社会心理学特論

担当教員 友田　貴子

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 木２
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

比較的新しい社会心理学の英語論文（Journal of Personality and Social Psychologyなどから）を講読し、最新の社会心理学の知見に触れる。また、
当該雑誌の目次に載っている論文の概要を説明できるように準備し質問に答えるようにすることで、英語論文を速く読み、理解する訓練を行う。

授業方針 英語論文を読んだり、英語論文をレジュメにまとめることに慣れていない場合も、時間をかけて取むこと。他の受講者が理解できるレジュメを作成する
こと。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　社会心理学の論文の読み方
第　２回　発表（１）
第　３回　発表（２）
第　４回　発表（３）
第　５回　発表（４）
第　６回　発表（５）
第　７回　発表（６）
第　８回　発表（７）
第　９回　発表（８）
第１０回　発表（９）
第１１回　発表（１０）
第１２回　発表（１１）
第１３回　発表（１２）
第１４回　発表（１３）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 ①比較的新しいJournal of Personality and Social PsychologyなどのAPA等発刊の雑誌を手に取り、どの論文を読むか決めておく（5時
間）。
②論文を読み、日本語レジュメを作成する（25時間）。
③雑誌１冊に掲載されている論文の概要を説明できるように準備する（20時間）。レジュメ作成は不要。

学習到達目標 社会心理学の最新の知見を他のひとが理解できるように発表すること。

達成度
評価基準

レジュメを作成し他のひとにわかるように発表することができたかどうか。目次掲載の論文の概要を説明できたかどうか。

成績評価
方法

各自のレジュメと発表の内容が60％、授業への参加態度が40％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 各自で論文を用意しレジュメを作成する。発表にあたり講読した論文とそのレジュメを人数分準備すること。目次も人数分印刷し配布す
ること。

備考
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科目ID: 078700008712 科目コード: D6021230

科目名

心の健康教育に関する理論と実践

担当教員 清水　安夫

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 時間外
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

WHO（1948）は，「健康とは，単に病気や虚弱ではないということではなく，肉体的・精神的・社会的にも満たされた状態にあること」と定義しています。
そのため，「心の健康」を考える場合も，個人・社会・環境を包括的に捉えて考察する必要があります。本講義では，「公認心理師」の資格取得を希望
されている大学院生の方々に，1）心の健康教育に関する理論，2）心の健康教育に関する実践を学ぶために，研究論文を輪読し，内容の報告をして
いただきます。

授業方針 本授業では，担当教員の「講義」と履修者による「プレゼンテーション」及び「ディスカッション」を組み合わせて授業展開をする予定です。受講者の皆さ
んには，事前に準備された「論文資料」を精読していただき，スライドに概要をまとめて発表していただきます。また，発表内容に関してディスカッション
に参加していただきます。発表者は，PPT資料を準備し，PCプロジェクターを使用して発表してもらいます。本授業では，「精読」「資料作成」「発表」
「討議」という能動的な学習を通して，知識と思考の定着を図りたいと考えております。

学習内容

（授業
スケジュール）

　本講義では，「こころの健康教育」にかかわる多岐に渡るテーマを扱いたいと考えております。その中には，学齢期の児童生徒を対象と
した，「いじめ」「問題行動」「生徒指導」「ひきこもり」「貧困」「虐待」「学習」「習熟度別学習」「予防的開発教育」「各種教育方法（イエナプラ
ン等）」「グループエンカウンター」から，成人労働者を対象とした「過重労働」「雇用問題」「ハラスメント」「ストレスマジメント」「情動教育」
「アサ―ション」「アンガーマネジメント」などが含まれています。また，講義では，メンタルヘルスに関係する複合的な要因に焦点を当て，
どのように維持・改善が図れるのかなどを考えて行く予定です。
１　概論・導入
２　学校のメンタルヘルス（子どものメンタルヘルス）
３　学校のメンタルヘルス（教師のメンタルヘルス）
４　職場のメンタルヘルス（ストレス問題①）
５　職場のメンタルヘルス（ストレス問題②）
６　行動科学によるストレス理論①（Social Cognitive Theoryほか）
７　行動科学によるストレス理論②（Transtheoretical Model for Behavior Changeほか）８　論文精読Ⅰ　「職場・労働関係①」
９　論文精読Ⅱ　「職場・労働関係②」
10　論文精読Ⅲ　「職場・労働関係③」
11　論文精読Ⅳ　「学校関係①」
12　論文精読Ⅴ　「学校関係②」
13　論文精読Ⅵ　「学校関係③」
14　論文精読Ⅶ　「コミュニティ①」
15　論文精読Ⅷ　「コミュニティ②」

準備学習 ①毎時の講義用の資料論文の精読に（2時間×15回＝30時間）に加え，②スライドの作成および配布資料の準備に（3時間×15回＝45
時間），③最終レポートの執筆に10時間の合計85時間の準備および学習時間が，講義時間（30時間）以外に必要となる。

学習到達目標 本講義における学習到達目標は，公認心理師資格を取得するために必要な，1）心の健康教育に関する理論，2）心の健康教育に関す
る実践について学ぶことです。具体的には，「こころの健康教育」を理解する上で必要となる，①多種多様な社会環境の問題とその要
因，②健康教育に関する研究理論，③具体的な予防的・開発的教育による介入方法，④調査や評価の方法について学び，有効な介入
方法や評価方法について学習いたします。

達成度
評価基準

1. 授業での発表：［PPT質・時間配分・説明の明瞭性など］
2. 発表用配布資料：［資料の分かり易さ・資料の分量など］
3. ディスカッションへの参加度：［問題の提起・建設的な発言・具体的な提案など］
4. 最終レポート：［課題に対する読み取り・文章の明瞭性・論理性など］

成績評価
方法

1. 授業での発表（20％）
2. 発表用配布資料（20％）
3. ディスカッションへの参加度（20％）
4. 最終レポート（40％）

成績評価 埼玉工業大学人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 授業時に参考文献を紹介いたします。

備考 集中授業ですので，資料の読み込みやスライド作成に時間をかけられるように，6月末までに課題をお知らせいたします。授業開始まで
に，十分に時間をかけて準備をしておいてください。

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準

67

68



科目ID: 078700001409 科目コード: D6021117

科目名

心理学研究法特論

担当教員 大塚　聡子

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 火３
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

心理学の主要な研究方法の特徴と問題点に関する理解を深める授業である。一般的な科学的方法論の基礎を教授した上で，基礎心理学と臨床心
理学で用いられる主要な測定法について理論的枠組みや特徴を示し，具体的な適用例を示して有効性と限界を検討する。また，人間を対象とする学
問としての心理学における方法論上の特殊性と倫理性の問題を講義する。

授業方針 受講生が種々の研究目的に応じた手法を選択することができ，またその手法に関する知識を獲得することができるようになることを目指す。授業は講
義形式で実施するが，受講生は各回で取りあげる手法について，自身が採用する，あるいは関心をもつ研究手法の立場から積極的に批判的コメント
を述べることを求められる。 

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　心理学研究法入門
第 2回　科学的方法論―量的研究
第 3回　科学的方法論―質的研究
第 4回　実験法
第 5回　質問紙法
第 6回　観察法
第 7回　面接法
第 8回　生理的計測法
第 9回　尺度構成法
第10回　心理検査法
第11回　独立変数と従属変数
第12回　統計的検定の問題
第13回　研究参加者の問題
第14回　倫理的問題
第15回　まとめ及び試験

準備学習 指定された資料を事前に読み，多様な観点から討論ができるよう準備しておくこと。（40時間）
授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。（20時間）

学習到達目標 心理学研究法の基礎的・発展的知識を習得する。
さまざまな研究法に対し，自らの専門分野の立脚点からの批判的討論を行うことができるようになる。

達成度
評価基準

心理学における多様な手法と問題点を理解できたか。
自らの専門分野の研究法の視点から，紹介されたそれぞれの研究方法に対する論理的な討論ができるようになったか。

成績評価
方法

討論への寄与の状況を50%，課題への取り組み状況を50%として評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教科書　使用しない。
参考書　講義中に適宜指示する。
その他　必要な資料は授業時に配布する。

備考
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科目ID: 078700001417 科目コード: D6021223

科目名

心理療法特論

担当教員 三浦　和夫

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 水３
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

心理療法を学ぶには,事例検討を中心にしながらさまざまな理論や技法を学ぶ必要がある。事例検討には二つの方法がある。１）すでに論文として発
表された事例から、２）実際に継続、または終了または中断した事例から。本講座では（１）を中心に、（２）も適時扱ってみたい。また本年度はカウンセ
リングの基本について「カウンセリングの実際」（河合隼雄）をテキストとしてカウンセリングの基本や態度などを学ぶ。

授業方針 事例論文の報告、実際に中断または終了した担当事例の報告などを中心にすすめる。尚、事例の選択は、各学生の修士論文テーマに関係した事例
論文にすることを推奨する。テキストは、章ごとにレポートをしてもらう。

学習内容

（授業
スケジュール）

1事例の選択
2事例の印刷及び日程の確認及び論文事例レポート担当を決める。
3論文事例検討
4カウンセリングの実際
5担当事例検討
6論文事例検討
7論文事例検討
8カウンセリングの実際
9担当事例検討
10論文事例検討
11論文事例検討
12カウンセリングの実際
13担当事例検討
14論文事例検討
15まとめ

準備学習 論文事例・テキスト報告者は担当論文・章を熟読し要約し、必要の応じて他の事典等にもあたりレジュメを作成すること。また、自分なり
の意見をもつこと。参加者は必ず指定論文・テキストを読んで参加すること。担当事例報告者は40分以内に報告できるように、まとめて
おくこと。

学習到達目標 事例や事例研究に対する取り組み方を身につけること

達成度
評価基準

事例研究や事例に対する取り組み方を身につけ、今後の事例に真摯な態度をもって取り組めるかどうか

成績評価
方法

発表と授業参加度を加味する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 「カウンセリングの実際」（河合隼雄）

備考
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科目ID: 078700001422 科目コード: D6022114

科目名

知覚心理学特別演習

担当教員 曾我　重司

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 月３
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

知覚分野の，特に空間知覚，運動知覚，時間知覚，生態学的知覚論などに関する基本的な欧文論文を輪読し，内容について考察，議論する。文章と
して記述された内容の理解につとめると共に，文献に記載された現象を再現し，実際に観察することで内容の理解を深め，時には批判的な観点から
現象の観察および記述の方法を議論する。そのような議論に基づいて，自らの観察に基づく新たな視点からの研究，現象の解釈などが行えるように
教育指導を行う。

授業方針 視知覚を中心とした文献を講読し、議論を行う。異なった分野を専門とする受講生であれば、それぞれの専門分野からのアプローチの相違の指摘や
討論など、多様な観点からの視知覚についてのとらえ方を学習し、議論する。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　知覚心理学の基礎的文献の講読
第 2回　形の知覚（生理的メカニズムに関わる文献講読）
第 3回　形の知覚（ゲシュタルト心理学に関わる文献講読）
第 4回　形の知覚（主観的輪郭に関わる文献講読）
第 5回　生理的要因による空間視の文献講読
第 6回　絵画的手がかりによる空間視の文献講読
第 7回　運動手がかりによる空間視の文献講読
第 8回　実際運動の知覚に関する文献講読
第 9回　仮現運動に関わる文献講読
第10回　誘導運動に関わる文献講読
第11回　アニメーションにおける運動表現の文献講読
第12回　時間知覚生理的機序に関わる文献講読
第13回　時間知覚のさまざまな現象に関わる文献講読
第14回　生態学的視覚論の講読
第15回　まとめおよび試験  

準備学習 文献の内容を詳細に理解し発表するのみ成らず、多様な観点からの議論ができるよう、自分の専門分野からの視点について整理してお
くこと。(60時間)

学習到達目標 文献を読みこなし、適切にまとめ、発表できるようになること。また、それらに対する自らの専門分野の立脚点からの批判的討論ができる
ようになること。

達成度
評価基準

文献を読みこなすのみならず、自らの専門分野の視点から、批判的討論ができるようになったか。

成績評価
方法

各文献の発表の内容（理解度・発表の良否）を50%、討論における議論の背景にある各自の専門分野の理解度を50%として評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教科書：講義中に適宜指示する。
参考書：講義中に適宜指示する。

備考

クラス [01クラス]

成
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準

70

71



科目ID: 078700001355 科目コード: D6011213

科目名

知覚心理学特論

担当教員 曾我　重司

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 月１
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

視知覚を中心に，空間視，運動視，時間知覚，生態学的視覚論などの代表的な知覚研究の歴史と方法および知覚の基本特性を講義する。また，そ
れらの基本的知識を具体的に表す様々な知覚現象を取り上げ，理論的解釈を示し，それらの現象の基礎となる情報処理過程や知覚機構および現象
的記述の方法などを解説する。その上で，最新の視知覚研究の知見を紹介，講義し，知覚分野における基本的知識に立脚して発展的に研究が進め
られるように教育研究を行う。

授業方針 視知覚を中心とした講義を行うが、それぞれの知見に関して積極的な討論を行うことを要求する。異なった分野を専門とする受講生であれば、それぞ
れの専門分野からのアプローチの相違の指摘など、多様な観点からの視知覚についてのとらえ方を学習する。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　知覚心理学の研究対象について
第 2回　形の知覚　－生理的メカニズム－
第 3回　形の知覚　－ゲシュタルト要因－
第 4回　形の知覚　－主観的輪郭－
第 5回　空間視　－生理的手がかりによるもの－
第 6回　空間視　－絵画的手がかりによるもの－
第 7回　空間視　－運動手がかりによるもの－
第 8回　運動視　－知覚された運動とは－
第 9回　運動視　－仮現運動とは－
第10回　運動視　－仮現運動の特性－
第11回　運動視　－誘導運動とは－
第12回　時間知覚　－時間知覚の生理的機序－
第13回　時間知覚　－時間知覚の現象について－
第14回　生態学的視覚　－ギブソンはいかに生態学的視覚論をまとめたか－
第15回　まとめおよび試験

準備学習 講義内容に対して多様な観点からの議論ができるよう、自分の専門分野からの視点について論文を読んで準備し、内容を整理しておく
こと。(60時間)

学習到達目標 知覚心理学の基礎知識、発展的知識を習得し、かつそれらに対する自らの専門分野の立脚点からの批判的討論ができるようになるこ
と。

達成度
評価基準

自らの専門分野の視点から、討論ができるようになったか。

成績評価
方法

討論への参加の程度およびその背景にある個々の研究的立脚点の理解度を50%、期末課題を50%として評価する

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教科書：講義中に適宜指示する。
参考書：講義中に適宜指示する。

備考

クラス [01クラス]

成
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科目ID: 078700003746 科目コード: D6022119

科目名

乳幼児心理学特論I

担当教員 友田　貴子,藤巻　るり

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 水２
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

乳幼児との関わりの基礎を学ぶ。臨床心理センターの子育て支援のグループに参加する１歳から４歳くらいまでの乳幼児と実際に「遊び」、乳幼児の
行動や心性を知ると共に、乳幼児との関わりにはどのようなことが必要なのかを体験的に学び、プレイセラピーなどに生かすことができることを目標と
する。

授業方針 できるだけ毎回同じ乳幼児に関わることで、児の発達や、経時的な関わり方について体験していく。また、保護者（主に母親）の乳幼児との関わりなど
についてもみていく。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　　グループミーティング
第２回　　ウォーミングアップ
第３回　　幼児グループ体験（第１段階）
第４回　　幼児グループ体験（第２段階）
第５回　　幼児グループ体験（第３段階）
第６回　　幼児グループ体験（第４段階）
第７回　　幼児グループ体験（第５段階）
第８回　　幼児グループ体験（第６段階）
第９回　　幼児グループ体験（第７段階）
第１０回　幼児グループ体験（第８段階）
第１１回　幼児グループ体験（第９段階）
第１２回　幼児グループ体験（第１０段階）
第１３回　幼児グループ体験（第１１段階）
第１４回　幼児グループ体験（第１２段階）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 乳幼児の発達段階について理解しておくこと(60時間）。

学習到達目標 乳幼児との関わりを体験すること。

達成度
評価基準

乳幼児との関わりの体験ができたかどうか。

成績評価
方法

グループ活動への参加80%、グループ後の話し合いへの参加度20%。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 とくになし

備考 授業の初回にはかならず出席すること。授業には毎回出席すること。授業態度によっては、受講の取りやめを促すことがある。
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科目ID: 078700003747 科目コード: D6022120

科目名

乳幼児心理学特論II

担当教員 友田　貴子,藤巻　るり

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 水２
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

乳幼児心理学特論Ⅰに引き続き、乳幼児との関わりの基礎を学ぶ。臨床心理センターの子育て支援のグループに参加する１歳から４歳くらいまでの
乳幼児と実際に「遊び」、乳幼児の行動や心性を知ると共に、乳幼児との関わりにはどのようなことが必要なのかを体験的に学び、プレイセラピーなど
に生かすことができることを目標とする。

授業方針 乳幼児心理学特論Ⅰに引き続き、できるだけ毎回同じ乳幼児に関わることで、児の発達や、経時的な関わり方について体験していく。また、保護者
（主に母親）の乳幼児との関わりなどについてもみていく。

学習内容

（授業
スケジュール）

第１回　　幼児グループ体験（第１３段階）
第２回　　幼児グループ体験（第１４段階）
第３回　　幼児グループ体験（第１５段階）
第４回　　幼児グループ体験（第１６段階）
第５回　　幼児グループ体験（第１７段階）
第６回　　幼児グループ体験（第１８段階）
第７回　　幼児グループ体験（第１９段階）
第８回　　幼児グループ体験（第２０段階）
第９回　　幼児グループ体験（第２１段階）
第１０回　幼児グループ体験（第２２段階）
第１１回　幼児グループ体験（第２３段階）
第１２回　幼児グループ体験（第２４段階）
第１３回　幼児グループ体験（第２５段階）
第１４回　幼児グループ体験（第２６段階）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 乳幼児の発達段階について理解しておくこと(60時間）。

学習到達目標 乳幼児との関わりを体験すること。

達成度
評価基準

乳幼児との関わりの体験ができたかどうか。

成績評価
方法

グループ活動への参加80%、グループ後の話し合いへの参加度20%。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 とくになし 

備考

クラス 　
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科目ID: 078700001421 科目コード: D6022113

科目名

認知心理学特別演習

担当教員 河原　哲雄

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 水１
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

人間の帰納学習と知識獲得，言語獲得研究に関する最新の欧文論文を輪読する。取り上げた論文の理論的な背景や主張，心理学実験や分析法，
コンピュータ・シミュレーションといった研究技法，結論の妥当性や研究としての重要性を批判的に検討し，それらの研究を追試し，あるいは反論を加
え，さらに発展させるために何が必要かを具体的に考察する。また，そうした研究を行う上で必要となる実験機器やソフトウェアなどの実習を含む教
育指導を行う。

授業方針 一人または数名で学術論文を担当し，レジュメを作成して発表するゼミ形式の授業と，実験機器・ソフトウェア等実習・デモンストレーションを交互に行
う。発表・実習を担当していない受講者は，各回の論文・マニュアルを事前に読み，議論に参加する義務がある。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　各種機器・技法と論文の紹介
第 2回　講読論文の選定と割り振り
第 3回　論文講読：認知心理学実験(1)
第 4回　論文講読：認知心理学実験(2)
第 5回　実習：認知心理学実験(1)
第 6回　実習：認知心理学実験(2)
第 7回　論文講読：言語心理学実験(1)
第 8回　論文講読：言語心理学実験(2)
第 9回　実習：言語心理学実験(1)
第10回　実習：言語心理学実験(2)
第11回　論文講読：言語統計モデル(1)
第12回　論文講読：言語統計モデル(2)
第13回　実習：言語統計モデル(1)
第14回　実習：言語統計モデル(2)
第15回　まとめ及び試験

準備学習 (1)発表・実習担当者は，担当論文・マニュアルを読み込み，教員の指導を受けた上でレジュメ，プログラム等を作成し，発表に備える。
(35時間)
(2)それ以外の受講者は，各回の論文・マニュアル等を事前に読んで疑問点などを整理しておくこと。(25時間)

学習到達目標 認知科学・認知心理学の最新文献・論文や機器・ソフトウェアのマニュアルを読みこなし，要約・発表またはデモンストレーションを行い，
内容に関して有用な議論を行えるようになることを目標とする。

達成度
評価基準

認知科学・認知心理学の最新文献・論文・マニュアルを読みこなし，内容をきちんと要約・発表またはデモンストレーションを行い，内容に
関して有用な議論を行えたか。

成績評価
方法

担当した論文・実習の発表および議論60%，他の回における議論への貢献40%。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 教科書：授業中に指示する。
参考書：授業中に指示する。

備考

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001406 科目コード: D6021113

科目名

認知心理学特論

担当教員 河原　哲雄

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 火４
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

認知心理学における研究方法論や哲学の変遷，計測技術の進歩といった，これから先進的な認知心理学研究を行う上で必要となる知識や技能に関
わる最新の文献・論文を講読する。具体的には，身体性認知，感情と認知，言語と認知，進化心理学，社会的認知，協同による創造的問題解決，構
成論的アプローチなどを対象とする。

授業方針 一人または数名で学術論文を担当し，レジュメを作成して発表するゼミ形式の授業である。発表に当たっていない受講者は，各回の論文を事前に読
み，議論に参加する義務がある。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　身体性認知（１）
第　２回　身体性認知（２）
第　３回　感情の認知科学（１）
第　４回　感情の認知科学（２）
第　５回　言語の認知科学（１）
第　６回　言語の認知科学（２）
第　７回　進化と認知科学（１）
第　８回　進化と認知科学（２）
第　９回　社会的認知（１）
第１０回　社会的認知（２）
第１１回　創造的問題解決（１）
第１２回　創造的問題解決（２）
第１３回　構成論的アプローチ（１）
第１４回　構成論的アプローチ（２）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 (1)発表担当者は，担当論文を読み込み，教員の指導を受けた上でレジュメを作成し，発表に備える。(30時間)
(2)それ以外の受講者は，各回の論文を事前に読んで疑問点などを考えておくこと。(30時間)

学習到達目標 認知心理学の最新文献・論文を読みこなし，内容をきちんと要約・発表して，内容に関して有用な議論を行えるようになることを目標とす
る。

達成度
評価基準

認知心理学の最新文献・論文を読みこなし，内容をきちんと要約・発表して，内容に関して有用な議論を行えたか。

成績評価
方法

担当した文献・論文の発表および議論の内容60%，他の回における議論への貢献40%。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 教科書：授業中に指示する。
参考書：授業中に指示する。

備考

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700008713 科目コード: D6021227

科目名

福祉分野に関する理論と支援の展開

担当教員 藤巻　るり

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 時間外
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

福祉領域における心理臨床の仕事ではさまざまな問題を抱える人に出会う。本講義ではさまざまな障害がどのような心理学的な問題として表れてく
るのかを概観し、福祉領域において心理職に求められる役割や可能な支援について理解を深める。  

授業方針 前半は、様々な心身の障害について、担当者が基本的な知識を整理して発表し、それを踏まえて全員で起こりうる困難な状況について議論し理解を
深める。
後半は、事例研究を通して、具体的な心理学的支援の可能性について検討する。

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回　福祉領域における心理臨床
第2回　身体障害①
第3回　身体障害②
第4回　知的障害
第5回　精神障害①
第6回　精神障害②
第7回　精神障害③
第8回　精神障害④
第9回　精神障害⑤
第10回　精神障害⑥
第11回　精神障害⑦
第12回　事例研究①
第13回　事例研究②
第14回　事例研究③
第15回　まとめおよび試験 

準備学習 分担箇所については十分に文献等を調べ，議論の土台となる情報をわかりやすく伝えられるようまとめる（20時間）。
全員が自分なりの疑問点や意見などを発言できるよう、各回で学んだ内容を復習する（20時間）。
個別の事例を通して学んだことを各回ごとにまとめる（20時間）。

学習到達目標 福祉領域におけるさまざまな障害についての理解を深め，それらの障害がどのような心理学的問題として表れてくる可能性があるのか、
考えることができるようになること。また心理臨床的なアプローチの仕方について自分自身の考えを持つことができるようになること。 

達成度
評価基準

福祉領域における各障害の理解と援助について，受講者が自分自身の臨床的問題として主体的に考えることができたか。 

成績評価
方法

担当箇所の発表50%、授業への参加状況50%。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 参考書は適宜紹介する。

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700008714 科目コード: D6021228

科目名

保健医療分野に関する理論と支援の展開

担当教員 友田　貴子

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 金４
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

保健医療分野の心理師（士）に求められる役割、知識及び技能について扱う。

授業方針 心理師（士）に対して、医療分野においては心理検査や心理療法等、心理職の立場からの技術提供が求められる。また、多職種連携のためにも一定
程度の医学知識が必要である。さらに、保健分野においては、乳幼児健診等の母子保健事業における母性や乳幼児の心理に関する援助、認知症が
疑われる高齢者への支援等、幅広い知識と技能が求められる。
本講では、保健医療分野での心理師（士）に必要な知識について、主に症例を通して身につけていく。

学習内容

（授業
スケジュール）

第　１回　保健医療分野に関する理論と支援の展開の概観
第　２回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（１）
第　３回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（２）
第　４回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（３）
第　５回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（４）
第　６回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（５）
第　７回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（６）
第　８回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（７）
第　９回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（８）
第１０回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（９）
第１１回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（10）
第１２回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（11）
第１３回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（12）
第１４回　医療・保健分野における心理職の支援の実際（13）
第１５回　まとめ及び試験

準備学習 ①公認心理師カリキュラムの中で、この科目がどのような位置にあるのかを概観しておく（20時間）
②保健医療分野で扱う疾患についての知識を習得しておく（40時間）

学習到達目標 保健医療分野の心理師（士）に求められる役割、知識及び技能を理解する。

達成度
評価基準

保健医療分野の心理師（士）に求められる役割、知識及び技能について理解できたかどうか。

成績評価
方法

授業への参加度が60%
発表が40%

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 DSM-5 精神疾患の診断・統計マニュアル(2014) 日本精神神経学会監修，医学書院　ほか、適宜紹介する

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001429 科目コード: D6023211

科目名

臨床心理学研究法特別輪講

担当教員 袰岩　秀章,藤巻　るり,友田　貴子

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 水３
単位区分 ＿(選択),○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

広い意味での実証的な方法を用いてクライアントの抱える問題や社会的現実にアプローチする姿勢と心理臨床におけるリサーチのあり方を指導し，
修士論文のための研究の方法論について学習するものである。臨床心理学の領域は背景にある理論や臨床現場によって非常に幅広いものとなって
いる。

授業方針 本輪講では，臨床心理学教育研究分野の研究指導教員と研究指導を補助する教員がそれぞれ，すでに公刊した研究報告を取り上げて具体的な心
理臨床のリサーチを例示し，特にその方法論に焦点を当てて，精査し，討論を行う。　　(オムニバス方式)

学習内容

（授業
スケジュール）

藤巻：発達や発達障害に関する文献を取り上げて，障害の理解、観察記録の分析や査定、発達支援の方法などについて学ぶ。
友田：論文を通してさまざまな研究法やデータの取り扱い方について学ぶ。購読する論文はおって配布する。
袰岩：「女子学生の分離－個体化」、「中学生の適応の諸要因」の論文では、臨床と調査研究の結合を具体的に学ぶ。「プログラムオー
ガニゼーションの重要性」では実験事例計画法について学ぶ。
*取り上げる研究方法や論文は変更する場合がある。
第　１回　臨床心理学における方法(袰岩)
第　２回　事例研究法　（藤巻）
第　３回　観察研究法　（藤巻）
第　４回　観察調査法　（藤巻）
第　５回　面接調査法　（藤巻）
第　６回　行動観察法　（藤巻）
第　７回　調査法または実験法（友田）
第　８回　調査法または実験法（友田）
第　９回　心理臨床業務について　(友田）
第１０回　倫理について（友田）
第１１回　質問紙法　　（袰岩）
第１２回　質問紙法　　 (袰岩)
第１３回　事例法　　　 (袰岩)
第１４回　研究計画　　 (袰岩)
第１５回　まとめ

準備学習 事前に配布された論文に目を通しておくこと。

学習到達目標 １）広い意味での実証的な方法を用いてクライアントの抱える問題や社会的現実にアプローチする姿勢と心理臨床におけるリサーチのあ
り方を理解すること。
２）修士論文のための研究の方法論について学習すること。
３）臨床心理学の研究倫理について理解する。

達成度
評価基準

１）広い意味での実証的な方法を用いてクライアントの抱える問題や社会的現実にアプローチする姿勢と心理臨床におけるリサーチのあ
り方を理解できたか。
２）修士論文のための研究の方法論について理解できたか。
３）臨床心理学の研究倫理について理解できたか。

成績評価
方法

授業への参加度50%、レポート50%。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教 科 書:特に指定しない。講義時に適宜資料・文献を配布または指示する。
参 考 書:特になし

備考 各回を担当する教員は、大学院生の状況を考えて調整し、第1回に配布するプリントで最終的に周知する。

クラス [01クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
　
準
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科目ID: 078700001408 科目コード: D6021116

科目名

老年心理学特論

担当教員 亀谷　秀樹

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 木３
単位区分 ○(選必)
単位数 2

概要
（目的・内容）

本講義では、感覚、注意、記憶・学習、情動、パーソナリティなどの種々の心理機能の正常老化に伴う加齢変化について学ぶとともに、アルツハイ
マー病を中心とする高齢期の主要な神経疾患について，最近の知見に基づいて学習し，老年心理学における重要な概念について、科学的な理解を
深めることを教育目標としている。そのため、受講生には、毎回、最新の先行研究を簡潔にレポートしてもらいながら授業を進めていく予定である。

授業方針 老年心理学で扱うテーマは幅広く学際的であるので、心理学のみならず、医学、生物学、社会学などの関連領域に関する基本的な知識を深めること
を目標としている。このために、教科書の内容の紹介だけでなく、関連する新しい文献などを積極的に紹介するので、受講生はこれらの文献のレポー
トを作成し、一層知識と理解を深めてほしい。

学習内容

（授業
スケジュール）

１　高齢社会の現状
２　老化の生物学理論
３　身体機能の加齢変化と疾患
４　脳の加齢変化と疾患
５　認知機能の加齢変化とそのメカニズム１：記憶
６　認知機能の加齢変化とそのメカニズム２：注意
７　認知機能の加齢変化とそのメカニズム３：知能
８　情動の加齢変化とそのメカニズム
９　パーソナリティの加齢変化
10   認知症１：鑑別診断
11   認知症２：病因と治療
12   健康な高齢期の実現１ー食生活
13   健康な高齢期の実現２ー運動
14   健康な高齢期の実現３ーソーシャルサポート
15  まとめと最終レポート

準備学習 ①各回のテーマについて、教科書の該当箇所を読み、基本的な概念について十分に理解して授業に臨むことが望ましい。
②適宜、基本文献を指示するので、その内容についてレポートを作成すること。

学習到達目標 ①老化の種々の理論について説明できる。
②記憶や情動といった心理機能の加齢変化とそのメカニズムについて説明できる。
③認知症の鑑別診断法、原因、現在研究されている治療法について説明できる。
④食生活や運動、社会関係が高齢期の健康に及ぼす影響について説明できる。
⑤高齢者の心理臨床的問題に対する援助技法について説明できる。

達成度
評価基準

①老化の種々の理論について、重要な用語を正しく理解し、説明できるか。
②記憶や情動といった心理機能の加齢変化とそのメカニズムについて、脳科学などの知見を含めて説明できるか。
③認知症の鑑別診断法、原因、現在研究されている治療法について、適切に説明できるか。
④食生活や運動、社会関係が高齢期の健康に及ぼす影響について、実証的データに基づいて説明できるか。
⑤高齢者の心理臨床的問題に対する援助技法について、具体的に説明できるか。

成績評価
方法

授業参加度50%、レポート50% の割合で総合評価する 。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教科書及び参考書：適宜、指示する。

備考

クラス [01クラス]

成
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科目ID: 078700001427 科目コード: D6023101

科目名

実験心理学特別輪講I

担当教員 曾我　重司,大塚　聡子,河原　哲雄

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 木１
単位区分 ◎(必修),＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

実験心理学特別輪講Ⅰ・Ⅱは，実験心理学特別実験とともに，修士論文を作成するための必修科目として位置付けられている。実験心理学特別輪
講Ⅰは，実験心理学研究の実践に関する基礎的知識を習得することを目的とする。本輪講では，実験心理学教育研究分野の各教員が，自分の研究
テーマをどのように展開し，どのような成果を得たかなどの点について講じる。また，全教員を交えて実験心理学の方法論と成果を総括し，今後のあ
るべき展開について討論を行う。

授業方針 実験心理学を専門とする担当教員が，おのおのの研究領域の立場から講義を行うオムニバス授業である。授業においては，各教員が自らの研究
テーマや内容，方法，成果を講じ，それに対する受講生との討論を行う。このような授業により，研究テーマの選び方や研究の進め方などに関する知
識と理解を深めるよう教育研究を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　全体討論：実験心理学とその周辺
第 2回　曾我教授：視覚研究の主題
第 3回　曾我教授：視覚研究の方法
第 4回　曾我教授：視覚研究の成果
第 5回　曾我教授：視覚研究の展開
第 6回　河原教授：認知科学研究の主題
第 7回　河原教授：認知科学研究の方法
第 8回　河原教授：認知科学研究の成果
第 9回　河原教授：認知科学研究の展開
第10回　大塚教授：知覚研究の主題
第11回　大塚教授：知覚研究の方法
第12回　大塚教授：知覚研究の成果
第13回　大塚教授：知覚研究の展開
第14回　全体討論：実験心理学の方法の問題点
第15回　まとめ及び試験

準備学習 指定された資料を事前に読み，多様な観点から討論ができるよう準備しておくこと。（40時間）
授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。（20時間）  

学習到達目標 実験心理学の基礎的知識を習得し，かつ，それらに対して批判的討論ができるようになる。

達成度
評価基準

実験心理学の基礎的知識を習得したか。
実験心理学の研究内容について，論理的な討論ができるようになったか。

成績評価
方法

討論への参加の程度を50%，各教員から課される課題を50%として評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教科書：講義中に適宜指示する。
参考書：講義中に適宜指示する。

備考

クラス [01クラス]

成
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科目ID: 078700001428 科目コード: D6023102

科目名

実験心理学特別輪講II

担当教員 曾我　重司,大塚　聡子,河原　哲雄

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 月１
単位区分 ◎(必修),＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

実験心理学特別輪講Ⅱでは，修士論文の作成に必要な発展的知識，特に論文作成の知識と技法を習得することを目的として，内外の学術論文の講
読を行う。受講生は，その論文に関するレジュメを作成して発表することが求められる。また，その論文の研究概要と論文執筆の技法について担当教
員による解説を行う。最終的には模擬的な論文の作成課題を実施し，その内容について各教員による評価を行う。

授業方針 実験心理学を専門とする担当教員が，おのおのの研究領域の立場から講義を行うオムニバス授業である。授業において，受講生は各教員がそれぞ
れの分野から紹介する文献の内容と論文作成技法についての討論を行う。このような授業により，受講生が自らの研究テーマに基づいた研究計画を
構築し，論文を執筆できるよう教育研究を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　全体討論：研究論文作成技法の概説
第 2回　曾我教授：視覚研究論文の講読
第 3回　曾我教授：当該研究論文の手法に関する解説
第 4回　曾我教授：当該研究論文の展開に関する解説
第 5回　曾我教授：論文作成技法に関する解説
第 6回　河原教授：認知科学研究論文の講読
第 7回　河原教授：当該研究論文の手法に関する解説
第 8回　河原教授：当該研究論文の展開に関する解説
第 9回　河原教授：論文作成技法に関する解説
第10回　大塚教授：知覚研究論文の講読
第11回　大塚教授：当該研究論文の手法に関する解説
第12回　大塚教授：当該研究論文の展開に関する解説
第13回　大塚教授：論文作成技法に関する解説
第14回　課題学習：論文作成の実践
第15回　まとめ及び試験

準備学習 指定された資料を事前に読み，多様な観点から討論ができるよう準備しておくこと。（40時間）
授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。（20時間）  

学習到達目標 実験心理学の発展的知識を習得し，かつ，それらに対して自らの専門分野の立脚点から批判的討論ができるようになる。
その技法を論文作成に応用できるようになる。

達成度
評価基準

実験心理学の発展的知識を習得したか。
自らの専門分野の視点から，論理的な討論・論文作成ができるようになったか。

成績評価
方法

討論への参加の程度を50%，各教員から課される課題を50%として評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教科書：講義中に適宜指示する。
参考書：講義中に適宜指示する。

備考

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001430 科目コード: D6025101

科目名

実験心理学特別実験I

担当教員 曾我　重司,大塚　聡子,河原　哲雄

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 木４,木５
単位区分 ◎(必修),＿(選択)
単位数 1

概要
（目的・内容）

実験心理学特別実験Ⅰ・Ⅱは，実験心理学特別輪講とともに，修士論文を作成するための必修科目として位置付けられている。実験心理学特別実
験では，受講生は，実験心理学研究教育領域の各教員が提示した研究課題をもとに研究指導教員を選択し，原則として１年間，同一の担当教員の
もとで実験・調査研究を継続的に実施する。これにより，修士論文作成に必要な研究遂行に関する教育指導を行う。

授業方針 担当教員の指導のもと，一連の実験・調査研究の手続きを実施する。研究テーマに関する討論に始まり，関連する文献の講読，自身の具体的研究
内容の決定，実験・調査研究の準備ならびに実施，データ解析，研究報告書の作成を実践する。また，研究成果に関する中間発表を行う。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　受講生による修士論文の研究テーマ（案）の発表
第 2回　研究テーマの妥当性に関する討論
第 3回　研究に関連する文献の候補の紹介
第 4回　発表文献の決定
第 5回　文献の講読・発表
第 6回　発表された文献内容に関する討論
第 7回　発表文献に基づく具体的研究内容の設定
第 8回　具体的研究計画の立案
第 9回　具体的分析方法の立案
第10回　実験・調査の準備
第11回　実験・調査の実施
第12回　データ解析
第13回　考察
第14回　研究報告書の作成
第15回　まとめ及び試験 

準備学習 選択した文献を事前に熟読し，発表・討論の準備をしておくこと。（15時間）
各回に定められた内容を実施するために，事前に十分な準備を済ませておくこと。（25時間）
授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。（20時間） 

学習到達目標 適切な研究計画をたてて実験・調査を実施し，論理的なデータ解析と考察を行って中間報告ができるようになる。 

達成度
評価基準

適切な研究・分析・考察を実施し，中間報告書をまとめ，成果を学術的な形式で報告できるか。

成績評価
方法

研究に取り組む姿勢，授業時間の発言の内容などの平常点を50%，中間報告の内容を50%として評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教科書：授業時に適宜指示する。
参考書：授業時に適宜指示する。

備考

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001431 科目コード: D6025102

科目名

実験心理学特別実験II

担当教員 曾我　重司,大塚　聡子,河原　哲雄

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 木５
単位区分 ◎(必修),＿(選択)
単位数 1

概要
（目的・内容）

実験心理学特別実験Ⅱでは，実験心理学特別実験Ⅰで習得したことをもとに，受講生自身が研究計画を立て，発展的な実験・調査研究を実施する。
これにより，修士論文作成に必要な研究遂行に関する発展的な教育指導を行う。研究テーマに関しては，実験心理学特別実験Ⅰと同一とする。

授業方針 より発展的な内容について，実験・調査研究の一連の手続きを実施する。受講生は，研究計画の設定や実験・調査研究の準備・実施等を自身で進め
ていくというように，より主体的な活動が求められる。毎回教員に研究の進捗状況を報告し，教員はそれに対して助言ならびに受講生との議論を行
う。 

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　実験心理学特別実験Iでの研究成果の再報告
第 2回　報告された研究成果の妥当性・信頼性に関する討論
第 3回　研究に発展的に関連する文献の候補の紹介
第 4回　発表文献の決定
第 5回　文献の講読・発表
第 6回　発表された文献内容に関する討論
第 7回　発表文献に基づく具体的研究内容の設定
第 8回　具体的研究計画の立案
第 9回　具体的分析方法の立案
第10回　実験・調査の準備
第11回　実験・調査の実施
第12回　データ解析
第13回　考察
第14回　研究報告書の作成
第15回　まとめ及び試験

準備学習 選択した文献を事前に熟読し，発表・討論の準備をしておくこと。（15時間）
各回に定められた内容を実施するために，事前に十分な準備を済ませておくこと。（25時間）
授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること。（20時間）  

学習到達目標 適切な研究計画をたてて実験・調査を実施し，論理的なデータ解析と考察を行って成果報告書が作成できるようになる。

達成度
評価基準

適切な研究・分析・考察を実施し，成果報告書（論文）としてまとめ，成果を学術的な形式で報告できるか。

成績評価
方法

研究に取り組む姿勢，授業時間の発表や発言の内容などの平常点を50%，成果報告の内容を50%として評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 教科書：授業時に適宜指示する。
参考書：授業時に適宜指示する。

備考

クラス [01クラス]

成
　
績
　
評
　
価
　
基
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科目ID: 078700001413 科目コード: D6021211

科目名

臨床心理学特論I

担当教員 三浦　和夫,高木　絢子

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 金２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

臨床心理学は現場から生まれた学問と言ってもよい。本講座は、１）最初の院生実習となる臨床心理センター受付実習（インテーク面接受付を含む）
における様々な現場の問題を考え、実際に対応することと、２）臨床心理学概論という二つの柱から構成されている。
　またインテーク陪席実習に向けて、陪席とは何か、また陪席に臨む態度や記録の取り方、まとめ方まで行う予定である。

授業方針 心理相談室受付やインテーク陪席は、最初の心理臨床現場実習である。受付や陪席の方法や態度を学ぶだけではなく、臨床現場でおこる様々な事
柄から体験的に学習を深めてほしい。

学習内容

（授業
スケジュール）

１　臨床心理センター心理相談室を見学し、その役割を知る。レポート分担
２　臨床心理学概論１
３　臨床心理学概論２
４　心理相談室受付実習指導１
５　臨床心理学概論３
６　臨床心理学概論４
７　臨床心理学概論５
８　心理相談室受付実習指導２
９　インテーク面接とは
10　インテーク陪席指導１
11　心理相談室受付実習指導３
12　インテーク陪席指導２
13　インテーク陪席指導３
14　心理相談室受付実習指導４

準備学習 実習については、毎回記録をとっておくこと。何がおきたのか、何をしたのか、できなかったのか。そしてどのように感じたのか。
授業においては、発表者は単なる要約ではなく、必要であれば事典等もしらべること。また、自分なりの考えも発表してもらう。
参加者も必ず事前にテキストを読んでおくこと。

学習到達目標 1実習体験から学ぶ
2臨床心理学の基礎を理解し説明する
3記録をとり、整理し、発表できる

達成度
評価基準

1実習体験から学ぶことができたか。
2臨床心理学の基礎を理解することができたか。
3記録の取り方の基本を身につけることができたか。

成績評価
方法

発表および実習と授業への参加度を加味する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第15条に定める。

教材 随時紹介する。

備考 現場実習を行うため、時間に遅れないこと、あいさつをすることなど、基本的な社会性が求められることは言うまでもない。

クラス [01クラス]

成

績

評

価

基

準
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科目ID: 078700001414 科目コード: D6021212

科目名

臨床心理学特論II

担当教員 村中　昌紀

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 木１
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

心理臨床家は、対象者のかかえる種々の問題にどのようにアプローチするか、適切な心的援助とは何かについて、心理臨床現場の領域ごとに、文
献講読と事例分析を基に研究討議を行う。

授業方針 現代社会において臨床心理学の査定と療法の対象となる具体的な事象に焦点を当て、心理臨床のあり方について理解を深める。

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回  臨床心理学的支援の基礎
第2回  心身の健康とは何か  　
第3回  心の専門家としての心理臨床家の使命
第4回　保健医療分野における心理臨床Ⅰ～様々な精神疾患への支援
第5回　保健医療分野における心理臨床Ⅱ～医療における他職種連携
第6回  学校教育現場における心理臨床Ⅰ～教師との連携
第7回  学校教育現場における心理臨床Ⅱ～ いじめ・不登校への対応
第8回  産業労働分野における心理臨床Ⅰ～労働者への心理的支援
第9回  産業労働分野における心理臨床Ⅱ～職場における心の健康づくり
第10回  福祉分野における心理臨床～対象者への支援のあり方
第11回  司法領域における心理臨床～犯罪・非行臨床の現状と課題
第12回 研究討議：講読文献の振り返り
第13回 研究討議：心理臨床家に求められる適性・専門性
第14回 研究討議：心理臨床への社会的期待にどう応えるか
第15回　まとめと試験  

準備学習 授業で扱う文献は必ず事前に講読しておくこと。研究討議のテーマについても予め意見をまとめておくこと。

学習到達目標 実際の現場で心理臨床家がどのような業務を遂行しているか、直面する問題や課題は何かについての理解を深めるとともに、心理臨床
家のあり方を洞察し、自分の考えをまとめられること。

達成度
評価基準

文献や事例の理解度。研究討議への取組み。

成績評価
方法

平常の授業への関与の程度で評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜、論文等を紹介・配布する。

備考

クラス [01クラス]

成
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科目ID: 078700008709 科目コード: D6026229

科目名

臨床心理面接特論I

担当教員 三浦　和夫

対象学年 1年,2年 開講学期 後期

曜日・時限 金２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

カウンセリングの基本や臨床心理センター実習（インテーク受付・陪席）という現場からの学びとプレイセラピーやカウンセリングについて学ぶ

授業方針 臨床心理センター実習という臨床現場でおこる様々な事柄から体験を深めてほしい。もっとも基本的なカウンセリングについては「カウンセリングの実
際」、プレイセラピーについては「遊戯療法」（弘中正美）をテキストにして、その基本や態度を学ぶ。

学習内容

（授業
スケジュール）

１　センター実習指導１
２　センター実習指導２
３　遊戯療法１
４　遊戯療法２
５　遊戯療法３
６　遊戯療法４
７　遊戯療法５
８　センター実習指導３
９　カウンセリングの実際１
10　カウンセリングの実際2
11　カウンセリングの実際３
12　センター実習指導４
13　カウンセリングの実際４
14　センター実習指導５

準備学習 実習については、毎回記録をとっておくこと。何がおきたのか、何をしたのか、できなかったのか。そしてどのように感じたのか。授業にお
いては、発表者は単なる要約ではなく、必要であれば事典等もしらべること。また、自分なりの考えも発表してもらう。参加者も必ず事前
にテキストを読んでおくこと。テキストの該当箇所を精読しておくこと

学習到達目標 1実習体験から学ぶことができたか。2臨床心理面接の基礎（カウンセリング・プレイセラピー）を理解することができたか。3事例検討に望
む態度を身につけることができたか。4記録の取り方の基本を身につけることができたか。

達成度
評価基準

1実習体験から学ぶ2臨床心理面接の基礎を理解し説明する3事例検討の態度を身につけ、事例検討の意義を説明できる4記録とり、整
理し、発表できる。

成績評価
方法

発表及び授業への参加度を加味する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 「カウンセリングの実際」（河合隼雄）、「遊戯療法」（弘中正美）

備考 現場実習を行うため、時間に遅れないこと、あいさつをすることなど、基本的な社会性が求められることは言うまでもない。

クラス
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科目ID: 078700001416 科目コード: D6021214

科目名

臨床心理面接特論II

担当教員 村中　昌紀

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 火２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

指定する教材の講読と討議により、面接の効果的な実施に関するより専門的な知識を得ることを目的とする。授業は参加者個々が教材の指定された
部分の発表を行い、全員で討議する方式を採る。  

授業方針 大学院１年半の間に習得した面接に関する知識や技術についての総まとめとして位置付ける。   

学習内容

（授業
スケジュール）

第1回 心理査定における面接の意義
第2回 心理査定面接に関する研究討議①
第3回 心理査定面接に関する研究討議②
第4回 精神分析的アプローチ
第5回 ヒューマニスティック・アプローチ
第6回 行動的アプローチ
第7回 認知的アプローチ
第8回 ソリューション・フォーカスト・アプローチ
第9回 グループ・アプローチ
第10回 心理教育的アプローチ 
第11回 家族療法・夫婦療法
第12回 面接技法演習①　
第13回 面接技法演習②　
第14回 面接技法演習③　
第15回 まとめと試験  

準備学習 学部及び大学院で面接について学習したことを振り返り、面接について更に学習したい又は研究したい事項を整理しておくこと。

学習到達目標 授業で取り上げる各々の面接技法の目的、特徴、対象者、実施方法等について理解すること。   

達成度
評価基準

文献の内容を深く理解しているか、研究討議において文献理解の上で自分の意見を述べられるか。

成績評価
方法

受講態度等により総合的に評価する。   

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 適宜授業内で紹介する

備考

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700008704 科目コード: D6026230

科目名

臨床心理査定演習I

担当教員 藤巻　るり

対象学年 1年,2年 開講学期 前期

曜日・時限 木２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

心理査定は心理職の主要な業務の一つである。本演習では、臨床場面全般における心理学的な「見立て」の在り方について概観し、その中でも、心
理検査を用いた心理査定を実践的に学ぶ。

授業方針 前半は、心理臨床的な「見立て」のあり方と心理検査による査定について発表、討論を中心に学ぶ。
後半は、いくつかの心理検査を実際に施行し、所見の作成や解釈等について実践的に学ぶ。

学習内容

（授業
スケジュール）

第 1回　　心理臨床における査定（見立て）とは
第 2回　　面接場面における査定（見立て）
第 3回　　各種心理検査の特徴①
第 4回　　各種心理検査の特徴②
第 5回　　各種心理検査の特徴③
第 6回　心理検査実習1
第 7回　心理検査実習2
第 8回　心理検査実習3
第 9回　心理検査実習4
第10回　心理検査実習5
第11回　心理検査実習6
第12回　心理検査実習7
第13回　心理検査実習8
第 14回　事例の読み取り
第 15回　まとめおよび試験

準備学習 検査の実施方法について、予習・復習しておくこと。

学習到達目標 各種心理査定技法や心理臨床場面全般における「見立て」の意味を理解できる。
代表的な人格検査・知能検査等の実施，分析および解釈の方法の基礎を習得できる。

達成度
評価基準

心理査定の知識と技能を習得できたか。
心理査定を行う専門家に求められる姿勢について理解できたか。

成績評価
方法

発表内容及び授業全般への参加態度から評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 参考書は適宜紹介する。

備考

クラス
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科目ID: 078700008711 科目コード: D6026216

科目名

臨床心理査定演習II

担当教員 袰岩　秀章

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 木２
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

心理テストや面接結果等を総合して，心理社会的視点からケースを心理学的に診断し，それに基づく治療・支援方針の策定を行うためのプロセスの
基礎となる，DSMによる心理診断を学ぶ。

授業方針 　心理診断に関する講義を行った後、各自関心のあるDSMのカテゴリーについて発表する。

学習内容

（授業
スケジュール）

　ＤＳＭのカテゴリーに基づく面接診断について，講義とレポートを通して学習する。講義では主要なカテゴリーについて，具体的な事例
とともに学ぶ。レポートでは自分の選んだカテゴリーについての変遷を調べるとともに，事例を捜して報告することを試みる
第1回　ＤＳＭについて
第2回　心理診断について
第3回　検査・観察・面接
第4回　心理面接方針の決定
第5回　統合失調症
第6回　気分障害
第7回　人格障害
第8回　摂食障害
第9回　発達障害
第10回　発表　統合失調症
第11回　発表　気分障害
第12回　発表　人格障害
第13回　発表　摂食障害
第14回　発表　発達障害
第15回　まとめ

準備学習 DSMや診断に関する本・論文をよく調べること

学習到達目標 各カテゴリーや診断について共通の理解を得る

達成度
評価基準

各診断カテゴリーの本質や鑑別のポイントを理解したか

成績評価
方法

授業への参加度、発表内容及びレポートにより評価する。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 別途通知する。

備考 （履修上の注意等）
他教育研究分野の学生は受講できない。

クラス [01クラス]
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科目ID: 078700001432 科目コード: D6026211

科目名

臨床心理基礎実習I

担当教員 袰岩　秀章,友田　貴子

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 月３,水１
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

ロールプレイやグループ体験を通して心理臨床活動に必要な基本的態度や技術を体験的に習得することを中心とする。

授業方針 心理臨床場面での対応の困難さを学びつつ、今後のカウンセリングやプレイセラピーに生かされるような体験を促す。

学習内容

（授業
スケジュール）

（オムニバス方式）

◆袰岩 秀章
学生がそれぞれクライアント役とカウンセラー役を交互にとり，20分程度の一対一の臨床心理面接のロールプレイを行う。臨床心理面接
のロールプレイの事例は，いじめや不登校といった学校現場でよく見られるような事例とし，学生に，学校現場等における面接場面での
クライアントへの関わりについての理解を促す。また，臨床心理面接の様子を記録したものをグループで討議することで，聴く技術を高め
ることも狙いとする。

◆友田 貴子
学生が２人１組となり，互いが話し手ときき手になり20分程度のロールプレイを行う。面接はICレコーダーで録音し，面接終了後，きき手
が録音内容の逐語記録を作成，記録の内容についてペアによる検討およびグループ検討を行う。話し手，きき手の両方を体験すること
で，自分の気持ちや考えを相手に伝える大変さ，話をきく大変さを実感し，カウンセラーとしての基本的な姿勢を学ぶ。

第　１回～第１０回までの主な担当（袰岩）
第１１回～第１５回までの主な担当（友田）

準備学習 ロールプレイに先立ち、臨床活動に必要な基本的態度について自分なりに理解しておく（文献講読などにより）（60時間）。

学習到達目標 ロールプレイやグループ体験を通して臨床活動に必要な基本的態度や技術を体験的に習得すること。

達成度
評価基準

ロールプレイやグループ体験を通して臨床活動に必要な基本的態度や技術を体験的に習得ができたかどうか。

成績評価
方法

授業への取り組み方（50%）
レポート作成および発表（50%)

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 氏原寛・藤田博康（2014）ロールプレイによるカウンセリング訓練のかんどころ，創元社　その他　適宜紹介する。

備考
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科目ID: 078700001433 科目コード: D6026212

科目名

臨床心理基礎実習II

担当教員 友田　貴子,藤巻　るり

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 月３,木５
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

ロールプレイおよび心理検査（投影法）を実施する。

授業方針 ロールプレイや心理検査（投影法）の実施を通して心理臨床場面での対応の困難さを学びつつ、今後の心理療法や心理査定に生かされるような体験
を促す。

学習内容

（授業
スケジュール）

(オムニバス方式）

◆友田 貴子
前期に引き続き，ロールプレイを実施する。後期は，うつ病，さまざまな神経症，統合失調症などの精神疾患の事例を扱うこととし，それ
ぞれの精神疾患の特徴を各自が事前に学習した上でロールプレイを実施する。それにより，カウンセリングについての共通の意識や認
識の理解を促す。記録やグループ討論については前期と同様である。

◆藤巻 るり
投影法の代表格であるロールシャッハテストについて，その実施方法とスコアリング方法および解釈を学ぶ。実施手順やスコアリングに
ついての講義を行った上で，学生が相互にテスターと被検者を体験する。学生は自分自身の検査データをもとに，スコアリングと結果の
整理を行い，主観的な体験がどのように数値化され，解釈されうるのか，身をもって体験する。スコアリングの基礎を学ぶことが、必要と
なる情報を得るための質問の仕方などの実践方法や解釈につながるなど、実施・スコアリング・解釈という検査全体の力動を感じ取るこ
とも狙いとする。また、さまざまな事例を通してスコアリングや解釈の練習を行っていく。

第１回～第５回までの主な担当者（友田）
第６回～第１５回までの主な担当者（藤巻）

準備学習 臨床心理基礎実習Ⅰの単位を取得していること。
①精神疾患についての知識を修得しておく（15時間）。
②ロールシャッハテストの実施にあたり、基礎的な知識を習得しておく（15時間）。
③ロールシャッハテストのスコアリングと結果の整理をおこないレポートにまとめる（30時間）。

学習到達目標 ロールプレイでのクライアントへの態度や接し方等を体験的に理解すること。心理検査（投影法）の施行者および被検者の体験を通じ
て、力動的な人格理解の枠組みを理解し、基本的なスコアリングの知識を習得すること。

達成度
評価基準

ロールプレイでのクライアントへの態度や接し方等を体験的に理解できたかどうか。心理検査（投影法）の施行者および被検者の体験を
通じて、力動的な人格理解の枠組みを理解し、基本的なスコアリングの知識を習得することができたかどうか。

成績評価
方法

授業への取り組み方(50%)
レポートの内容（50%)

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 氏原寛・藤田博康（2014）ロールプレイによるカウンセリング訓練のかんどころ，創元社　その他　適宜紹介する。

備考
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科目ID: 078700001434 科目コード: D6026213

科目名

臨床心理実習I

担当教員 友田　貴子,三浦　和夫,藤巻　るり,袰岩　秀章,高木　絢子,村中　昌紀

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 水４,水５
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

臨床心理実習Ⅰ・Ⅱでは、臨床心理の専門家がどのような実務に就くか、どのように実務を進めていくかをカンファレンスや実習を通して学ぶ。

授業方針 臨床心理実習Ⅰ・Ⅱとも、臨床心理学教育研究分野全教員と臨床心理学教育研究分野全院生が集まるケースカンファレンスを中心に進める。  

学習内容

（授業
スケジュール）

1)臨床心理センター相談室の新規受理ケースについて、インテーク・カンファレンスを行う。受理面接では可能な限り院生を陪席させてカ
ンファレンスで報告させ臨床心理学的介入の方針を立てたり、あるいはどのように決定されていくかを実践的に学ぶ。討議は全員参加で
行う。
2)相談室での継続事例について、担当者による経過報告とそれに関する討議を全員で行い、それを通して心理相談の経過やケースマ
ネジメントについて実践的に理解させる。
3)実習生の受入れが承認されている外部の実習施設で院生が体験した実習記録を報告させる。

準備学習 これまでの学習を踏まえ、活動や事例についての記録や報告の仕方をおさらいしておくこと。また実習先に行くに際しての社会的マナー
を確認しておくこと。

学習到達目標 臨床心理支援業務についての理解と実務に必要な知識やスキルの獲得

達成度
評価基準

カンファレンスで陪席や実習の報告がきちんとできるか。カンファレンスの討論に参加できるか。各臨床現場において必要となる心理学
的な知識やスキルを身に付けることができたか。

成績評価
方法

授業参加度50％、および実習先における臨床実践の習熟度50％。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 特に指定しない。

備考 実習記録をつけること（書式は授業の中で伝えます）。
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科目ID: 078700001435 科目コード: D6026214

科目名

臨床心理実習II

担当教員 友田　貴子,三浦　和夫,藤巻　るり,袰岩　秀章,高木　絢子,村中　昌紀

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 水４,水５
単位区分 ◎(必修)
単位数 2

概要
（目的・内容）

臨床心理実習Ⅰ・Ⅱでは、臨床心理の専門家がどのような実務に就くか、どのように実務を進めていくかをカンファレンスや実習を通して学ぶ。  

授業方針 臨床心理実習Ⅰ・Ⅱとも、臨床心理学教育研究分野全教員と臨床心理学教育研究分野全院生が集まるケースカンファレンスを中心に進める。  

学習内容

（授業
スケジュール）

1)臨床心理センター相談室の新規受理ケースについて、インテーク・カンファレンスを行う。受理面接では可能な限り院生を陪席させてカ
ンファレンスで報告させ臨床心理学的介入の方針を立てたり、あるいはどのように決定されていくかを実践的に学ぶ。討議は全員参加で
行う。
2)相談室での継続事例について、担当者による経過報告とそれに関する討議を全員で行い、それを通して心理相談の経過やケースマ
ネジメントについて実践的に理解させる。
3)実習生の受入れが承認されている外部の実習施設で院生が体験した実習記録を報告させる。

準備学習 これまでの学習を踏まえ、活動や事例についての記録や報告の仕方をおさらいしておくこと。また実習先に行くに際しての社会的マナー
を確認しておくこと。   

学習到達目標 臨床心理支援業務についての理解と実務に必要な知識やスキルの獲得   

達成度
評価基準

カンファレンスで陪席や実習の報告がきちんとできるか。カンファレンスの討論に参加できるか。各臨床現場において必要となる心理学
的な知識やスキルを身に付けることができたか。

成績評価
方法

授業参加度50％、および実習先における臨床実践の習熟度50％。

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 特に定めない。

備考 実習記録をつけること（書式は授業の中で伝えます）。
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科目ID: 078700008705 科目コード: D6026217

科目名

心理実践実習I

担当教員 友田　貴子,三浦　和夫,藤巻　るり,袰岩　秀章,村中　昌紀

対象学年 1年 開講学期 前期

曜日・時限 土１,土２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

公認心理師養成のための実習を行う授業である。心理実践実習Ⅰ・Ⅱは、本学付属臨床心理センターにおける実習（インテーク面接への陪席、セン
ター受付業務、子育て支援幼児グループへの参加、ケース担当）およびその事前・事後指導が中心となる。被支援者と実際に関わり、その実践を振り
返るスーパーヴィジョンの体験を通して、これまで学んできた「心理に関する支援を要する者への支援」とはどのようなものか、具体的に学ぶ。

授業方針 臨床心理センタースタッフでもある教員から、現場で直接指導を受けながら、心理臨床業務実践を体験する。事前準備、現場における実習、事後指
導（振り返り）を一つの流れとして体験する。事後指導は担当指導教員によるグループ指導が中心であり、教員と院生全員が出席するカンファレンス
においても実習報告をする。

学習内容

（授業
スケジュール）

第一回　臨床心理センターの心理臨床業務について①
第二回　臨床心理センターの心理臨床業務について②
第三回　実習および指導①
第四回　実習および指導②
第五回　実習および指導③
第六回　実習および指導④
第七回　実習および指導⑤
第八回　実習および指導⑥
第九回　実習および指導⑦
第十回　実習および指導⑧
第十一回　実習および指導⑨
第十二回　実習および指導⑩
第十三回　実習および指導⑪
第十四回　実習および指導⑫
第十五回　実習および指導⑬・まとめと試験

準備学習 （実習前の準備）各実習場面がどのような心理支援を行う場であるか、これまでの学習内容を踏まえて自分なりに整理する。
（事後指導の準備）実習報告書を作成し、指導を受けた後は指摘を受けた課題を整理し、次の実習場面に活かしていく。

学習到達目標 ①各実習場面における心理職の役割を理解する。
②実習場面で起きていることを心理学的な視点からとらえ、必要な支援を行う。
③実習報告書を作成し、的確に報告を行う。
④指導教員やその他のメンバーからの意見を踏まえて自らの実践を多角的な視点から見つめ直し、次の実践に活かす。

達成度
評価基準

上記の学習到達目標を達成しているか。

成績評価
方法

心理業務の遂行実績40％、指導教員のスーパーヴィジョン30％、カンファレンスにおける実習報告30％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。 

教材 必要に応じて配布する。

備考 実習記録をつけること（書式は別途伝えます）。
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科目ID: 078700008710 科目コード: D6026218

科目名

心理実践実習II

担当教員 友田　貴子,三浦　和夫,藤巻　るり,袰岩　秀章,村中　昌紀

対象学年 1年 開講学期 後期

曜日・時限 土１,土２
単位区分 ＿(選択)
単位数 2

概要
（目的・内容）

公認心理師養成のための実習を行う授業である。心理実践実習Ⅰ・Ⅱは、本学付属臨床心理センターにおける実習（インテーク面接への陪席、セン
ター受付業務、子育て支援幼児グループへの参加、ケース担当）およびその事前・事後指導が中心となる。被支援者と実際に関わり、その実践を振り
返るスーパーヴィジョンの体験を通して、これまで学んできた「心理に関する支援を要する者への支援」とはどのようなものか、具体的に学ぶ。

授業方針 臨床心理センタースタッフでもある教員から、現場で直接指導を受けながら、心理臨床業務実践を体験する。事前準備、現場における実習、事後指
導（振り返り）を一つの流れとして体験する。事後指導は担当指導教員によるグループ指導が中心であり、教員と院生全員が出席するカンファレンス
においても実習報告をする。

学習内容

（授業
スケジュール）

第一回　臨床心理センターの心理臨床業務について①
第二回　臨床心理センターの心理臨床業務について②
第三回　実習および指導①
第四回　実習および指導②
第五回　実習および指導③
第六回　実習および指導④
第七回　実習および指導⑤
第八回　実習および指導⑥
第九回　実習および指導⑦
第十回　実習および指導⑧
第十一回　実習および指導⑨
第十二回　実習および指導⑩
第十三回　実習および指導⑪
第十四回　実習および指導⑫
第十五回　実習および指導⑬・まとめと試験

準備学習 （実習前の準備）各実習場面がどのような心理支援を行う場であるか、これまでの学習内容を踏まえて自分なりに整理する。
（事後指導の準備）実習報告書を作成し、指導を受けた後は指摘を受けた課題を整理し、次の実習場面に活かしていく。

学習到達目標 ①各実習場面における心理職の役割を理解する。
②実習場面で起きていることを心理学的な視点からとらえ、必要な支援を行う。
③実習報告書を作成し、的確に報告を行う。
④指導教員やその他のメンバーからの意見を踏まえて自らの実践を多角的な視点から見つめ直し、次の実践に活かす。

達成度
評価基準

上記の学習到達目標を達成しているか。

成績評価
方法

心理業務の遂行実績40％、指導教員のスーパーヴィジョン30％、カンファレンスにおける実習報告30％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。   

教材 必要に応じて配布する。

備考 実習記録をつけること（書式は別途伝えます）。
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科目ID: 078700009184 科目コード: D6026219

科目名

心理実践実習III

担当教員 友田　貴子,三浦　和夫,藤巻　るり,袰岩　秀章,村中　昌紀

対象学年 2年 開講学期 前期

曜日・時限 土３,土４,土５
単位区分 ＿(選択)
単位数 3

概要
（目的・内容）

公認心理師養成の実習科目である。心理実践実習Ⅲ・Ⅳは、保健医療、福祉、教育分野をはじめとする学外施設における実習およびその指導が中
心となる。臨床心理センターにおける実習（心理面接、幼児グループ等）も継続する。心理実践実習Ⅰ・Ⅱを通して学んできた被支援者との実際の関
わりと実践の振り返りをさらに深め、「心理に関する支援を要する者への支援」について具体的に学ぶ。学外施設では、多職種連携の視点を持ちなが
ら心理実践を行うようにする。

授業方針 心理実践実習Ⅰ・Ⅱと同様に、事前準備、現場における実習、事後指導（振り返り）を一つの流れとして体験する。学外施設では各現場の実習指導者
から指導を受けながら心理臨床業務実践を体験する。担当指導教員からは事前・事後の個別指導を受ける。また、教員と院生全員が出席するカン
ファレンスにおいても実習報告をする。院生各々が異なる現場で実習していることを活かし、ディスカッションを通してさまざまな心理臨床現場の実際
について積極的に学ぶ。

学習内容

（授業
スケジュール）

第一回　各外部実習先の心理臨床業務について①
第二回　各外部実習先の心理臨床業務について②
第三回　実習および指導①
第四回　実習および指導②
第五回　実習および指導③
第六回　実習および指導④
第七回　実習および指導⑤
第八回　実習および指導⑥
第九回　実習および指導⑦
第十回　実習および指導⑧
第十一回　実習および指導⑨
第十二回　実習および指導⑩
第十三回　実習および指導⑪
第十四回　実習および指導⑫
第十五回　実習および指導⑬・まとめと試験

準備学習 （実習前の準備）各実習場面がどのような心理支援を行う場であるか、これまでの学習内容を踏まえて自分なりに整理する。
（事後指導の準備）実習報告書を作成し、指導を受けた後は指摘を受けた課題を整理し、次の実習場面に活かしていく。

学習到達目標 ①各実習場面における心理職の役割を理解する。
②実習場面で起きていることを心理学的な視点からとらえ、必要な支援を行う。
③実習報告書を作成し、的確に報告を行う。
④指導教員やその他のメンバーからの意見を踏まえて自らの実践を多角的な視点から見つめ直し、次の実践に活かす。

達成度
評価基準

上記の学習到達目標を達成しているか。

成績評価
方法

心理業務の遂行実績40％、指導教員のスーパーヴィジョン30％、カンファレンスにおける実習報告30％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。

教材 必要に応じて配布する。

備考 実習記録をつけること（書式は別途伝えます）。
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科目ID: 078700009185 科目コード: D6026220

科目名

心理実践実習IV

担当教員 友田　貴子,三浦　和夫,藤巻　るり,袰岩　秀章,村中　昌紀

対象学年 2年 開講学期 後期

曜日・時限 土３,土４,土５
単位区分 ＿(選択)
単位数 3

概要
（目的・内容）

公認心理師養成の実習科目である。心理実践実習Ⅲ・Ⅳは、保健医療、福祉、教育分野をはじめとする学外施設における実習およびその指導が中
心となる。臨床心理センターにおける実習（心理面接、幼児グループ等）も継続する。心理実践実習Ⅰ・Ⅱを通して学んできた被支援者との実際の関
わりと実践の振り返りをさらに深め、「心理に関する支援を要する者への支援」について具体的に学ぶ。学外施設では、多職種連携の視点を持ちなが
ら心理実践を行うようにする。

授業方針 心理実践実習Ⅰ・Ⅱと同様に、事前準備、現場における実習、事後指導（振り返り）を一つの流れとして体験する。学外施設では各現場の実習指導者
から指導を受けながら心理臨床業務実践を体験する。担当指導教員からは事前・事後の個別指導を受ける。また、教員と院生全員が出席するカン
ファレンスにおいても実習報告をする。院生各々が異なる現場で実習していることを活かし、ディスカッションを通してさまざまな心理臨床現場の実際
について積極的に学ぶ。

学習内容

（授業
スケジュール）

第一回　各外部実習先の心理臨床業務について①
第二回　各外部実習先の心理臨床業務について②
第三回　実習および指導①
第四回　実習および指導②
第五回　実習および指導③
第六回　実習および指導④
第七回　実習および指導⑤
第八回　実習および指導⑥
第九回　実習および指導⑦
第十回　実習および指導⑧
第十一回　実習および指導⑨
第十二回　実習および指導⑩
第十三回　実習および指導⑪
第十四回　実習および指導⑫
第十五回　実習および指導⑬・まとめと試験

準備学習 （実習前の準備）各実習場面がどのような心理支援を行う場であるか、これまでの学習内容を踏まえて自分なりに整理する。
（事後指導の準備）実習報告書を作成し、指導を受けた後は指摘を受けた課題を整理し、次の実習場面に活かしていく。

学習到達目標 ①各実習場面における心理職の役割を理解する。
②実習場面で起きていることを心理学的な視点からとらえ、必要な支援を行う。
③実習報告書を作成し、的確に報告を行う。
④指導教員やその他のメンバーからの意見を踏まえて自らの実践を多角的な視点から見つめ直し、次の実践に活かす。

達成度
評価基準

上記の学習到達目標を達成しているか。

成績評価
方法

心理業務の遂行実績40％、指導教員のスーパーヴィジョン30％、カンファレンスにおける実習報告30％

成績評価 埼玉工業大学大学院人間社会研究科規程第１５条に定める。 

教材 必要に応じて配布する。

備考 実習記録をつけること（書式は別途伝えます）。
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